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Ⅰ 平成２８年度鹿児島学習定着度調査結果及び対策の見方

本調査の結果及び対策は、鹿児島県教育委員会が平成２９年１月に実施した鹿児島学習定着度調査に
おける鹿児島市に関係するものです。
ついては、各学校において、本冊子を活用し、本市全体の状況を把握するとともに、全市的な傾向との

比較・分析などを通して自校の課題を明確にし、今後の個に応じたきめ細かな指導や問題解決的な学習
活動など、教員の指導方法の工夫や児童生徒の学習状況の改善を図ってください。

１ 本報告書の構成について
概要は、次のような構成になっています。

Ⅰ 平成２８年度鹿児島学習定着度調査結果及び対策の見方
Ⅱ 調査の概要
Ⅲ 各教科の平均通過率及び結果概要（「基礎・基本」及び「思考・表現」）
Ⅳ 各教科の結果分析（「基礎・基本」及び「思考・表現」）
Ⅴ 各教科の設問ごとの正答数、誤答数、無答数（県・市）
Ⅵ 学習状況調査
Ⅶ 活用する力を育成する授業改善のために

２ 本概要の活用について
(1) 調査の目的や実施の概要を知りたいとき

「Ⅱ 調査の概要」（２ページ）をご覧ください。
調査の趣旨・目的や対象、実施の方法等について説明してあります。

(2) 各教科の平均通過率や結果の概要、全体的な今後の対策について知りたいとき
「Ⅲ 各教科の平均通過率及び結果概要（基礎・基本及び思考・表現）」（３ページ）をご覧く
ださい。

(3) 各教科の学力の概要を知りたいとき
「Ⅳ 各教科の結果分析」（国語４ページ、社会７ページ、算数・数学１０ページ、理科１３
ページ、英語１６ページ）の「(1) 全体」をご覧ください。
小・中学校とも、実施した教科の通過率の平均を「全体」、「基礎･基本」、「思考･表現」につ

いて、学年ごとに示してあります。なお、学年ごとの通過率や教科別の通過率を比較するときに
は、設問内容等が異なるため単純な比較ができないことに十分留意してください。

(4) 各教科の学力状況を基礎・基本及び思考・表現別に詳しく知りたいとき
(2)で示したページについて各教科の「(2) 基礎・基本」及び「(3) 思考・表現」をご覧くだ
さい。実施した教科の各設問を「基礎・基本」及び「思考・表現別」に通過率の平均を示してあ
ります。「(2) 基礎・基本」については内容・領域別に、「(3) 思考・表現」については県が
示す思考・表現１～３の内容別に、学年毎に分析をしました。また、全体を通して特に課題とな
った設問の分析と対策を示してあります。

(5) 各教科の設問ごとの正答数や通過率などを知りたいとき
「Ⅴ 各教科の設問ごとの正答数、誤答数、無答数（県・市）」（１９ページ）をご覧ください。
小・中学校とも、実施した教科の各設問ごとに鹿児島市の通過率及び無答率の平均を示してあり
ます。通過率が低い、または、無答率が高い等の課題のある設問には太線で囲んであります。

(6) 児童生徒の学習に関する意識や学び方などの学習状況を知りたいとき
「Ⅵ 学習状況調査」（２４ページ）をご覧ください。
小・中学校とも、実施した各設問ごとに市及び県の児童生徒が回答した割合を示してあります。

(7) 今後、活用する力を育成する授業改善について知りたいとき
「Ⅶ 活用する力を育成する授業改善のために」（２９ページ）をご覧ください。

３ 本書に使われている用語について
・ 「平均通過率」

各設問ごとに、正答の児童生徒数を調査実施児童生徒数で除したものを「通過率」とし、その
平均を「平均通過率」としています。

（ 例：調査実施児童生徒数１００人、設問が５つある教科の場合）
設 問 番 号 １ ２ ３ ４ ５

正答した児童生徒の数(人) 65 80 75 55 85 →合計３６０
調査実施児童生徒数 (人) 100 100 100 100 100 →合計５００

通 過 率(％) 65 80 75 55 85 ↓
↓ ↓

各設問ごとの通過率 ３６０÷５００＝ ７２（％） (平均通過率)
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１ 趣旨・目的

学習指導要領において身に付けることが求められている基礎的・基本的な知識・技能や思考力・判断

力・表現力等に関する学力状況を把握するとともに、児童生徒の学習に関する意識や学び方などの学習

状況を把握する。

また、各学校は全県的な傾向との比較･分析などを通じて、自校の課題を明確にし、問題解決的な学習

活動を取り入れるなど教員の指導方法改善を図るとともに、児童生徒の学力向上を図る。

２ 対象学年、学級等

(1) 県内の公立小学校第５学年、中学校第１、２学年の全児童生徒を調査対象とする。

ただし、複式学級を有する学校においては、履修していない内容を調査から除外して実施する。な

お、小・中学校における特別支援学級の児童生徒については、該当学年の学習内容を履修していな

い教科・内容を調査から除外して実施する。

(2) 特別支援学校においては、該当学年の学習内容を履修している児童生徒を調査対象とする。

(3) 本市の調査実施校数・児童生徒数

学校種 学 年
調査実施校 調査実施児童生徒数

鹿児島市 鹿児島県 鹿児島市 鹿児島県

小学校 第5学年 78校 509校 4,961人 13,812人

中学校
第1学年 39校 221校 4,835人 13,247人

第2学年 39校 219校 4,771人 13,096人

・調査人数は、欠席者等により各教科、設問によって異なる。

３ 内 容

(1) 学力調査
調査対象教科の学力について、当該学年の１２月終了程度までの学習範囲を調査する。
（主として「基礎・基本」に関する内容と主として「思考・表現」に関する内容）

(2) 学習状況調査
調査対象学年の児童生徒の学習に関する意識や学び方などの学習状況について、児童生徒に対

する質問紙により調査する。

４ 実施時間

(1) 学力調査
小学校（小学部） １教科４５分（調査票の配布・説明等５分、調査時間４０分）

国語・社会・算数・理科の４教科
中学校（中学部） １教科５０分（調査票の配布・説明等５分、調査時間４５分）

国語・社会・数学・理科・英語の５教科
(2) 学習状況調査

小学校（小学部）及び中学校（中学部） １０～１５分（調査票の配布・説明等を含む）

５ 実施日

(1) 学力調査 平成２９年１月１８日（水）・１９日（木）
(2) 学習状況調査 平成２９年１月１８日（水）～２０日（金）

６ 集計（本市関係のみ）

(1) 各学校は、各教科及び意識調査の集計票に示した項目ごとに人数を集計して記入し、市教育

委員会へ提出する。

(2) 市教育委員会は、各学校分を集計し、義務教育課に提出する。

(3) 県教育委員会では、県全体の学力・学習状況について分析するとともに、指導方法の工夫改

善の参考となる報告書を作成・配布する。
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基礎･基本 思考･表現 全 体
学年

市 県 差 (H27) 市 県 差 (H27) 市 県 差 (H27)

小５ 76.4% 75.8% 0.6(1.3) 62.6% 61.1% 1.5（2.4） 71.8% 70.9% 0.9 (1.7)
国
中１ 74.9% 73.6% 1.3(1.5) 60.6% 59.3% 1.3（0.2） 69.0% 67.8% 1.2 (1.1)

語
中２ 67.8% 65.6% 2.2(0.9) 56.1% 53.0% 3.1（2.2） 64.2% 61.7% 2.5 (1.3)

小５ 62.4% 62.3% 0.1(1.5) 60.7% 59.4% 1.3（1.5） 61.8% 61.4% 0.4 (1.5)
社
中１ 67.4% 64.8% 2.6(2.6) 42.9% 40.3% 2.6（1.7） 60.2% 57.5% 2.7 (2.3)

会
中２ 59.2% 57.4% 1.8(0.1) 40.9% 38.9% 2.0（0.2） 53.8% 51.9% 1.9 (0.2)

算 小５ 71.0% 70.6% 0.4(1.0) 50.1% 48.8% 1.3（1.1） 64.8% 64.2% 0.6 (1.0)
数
・ 中１ 72.3% 70.9% 1.4(2.2) 48.7% 47.7% 1.0（3.0） 65.2% 64.0% 1.2 (2.5)
数
学 中２ 75.1% 73.1% 2.0(0.8) 56.6% 53.3% 3.3（2.4） 68.9% 66.5% 2.4 (1.4)

小５ 75.0% 73.9% 1.1(0.6) 69.1% 67.8% 1.3（2.7） 72.9% 71.8% 1.1 (1.3)
理
中１ 56.3% 54.5% 1.8(2.2) 47.6% 46.4% 1.2（1.2） 53.2% 51.6% 1.6 (1.9)

科
中２ 61.5% 59.8% 1.7(1.5) 46.0% 43.1% 2.9（1.6） 57.1% 55.0% 2.1 (1.5)

英 中１ 74.0% 71.3% 2.7(3.7) 71.0% 67.6% 3.4（2.7） 72.6% 69.6% 3.0 (3.4)

語 中２ 75.6% 72.3% 3.3(1.4) 43.6% 39.8% 3.8（2.0） 61.0% 57.4% 3.6 (1.7)

(1) 小学校
〇 全教科の「基礎・基本」「思考・表現」「全体」の全てで県平均通過率を上回った。
〇 全ての教科で、県との差が昨年度より小さくなった。

(2) 中学校
〇 全教科の「基礎・基本」「思考・表現」「全体」の全てで県平均通過率を上回った。
〇 中２の全教科で、県との差が昨年度より大きくなった。「基礎・基本」の中２英語、「思考・
表現」の中２国語・数学、中１・２英語、「全体」の中１・２英語において、県との差が３ポ
イント以上大きくなっている。

(3) 共通
〇 社会を除く教科において、学年が上がるにつれ県との差が大きくなる傾向が見られる。

【今後の対策】

各学校においては、これまでの授業における取組に加え、以下のような取組を行い、基

礎的・基本的な知識・技能の一層の定着と思考力・判断力・表現力等の向上を図る必要が

ある。

ア 児童・生徒の定着の低い内容を、教科の年間指導計画に朱書き、または枠で囲むなど

示し、校内で課題を共有する。

イ (1)について重点的に取り扱えるよう時数を増やして年間指導計画に位置付ける。

ウ 練習問題を解かせたり関連する宿題を与えたりするなど繰り返し指導を行うとともに、

適宜ポストテスト等を行い、個別の状況を把握する。

エ 次の視点から授業改善を行う。（◎は本年度の重点）

・ 児童生徒の思考・判断を促す「発問」の工夫

◎ 児童生徒が自分の考えを相互に説明する活動の充実

・ 思考過程が分かる構造的な板書

◎ 児童生徒が調べたり文章を書いたりする「宿題」（家庭学習）の取組

◎ 他者の「話を聞く態度」の育成（学校と家庭での習慣付け）

オ 本冊子の巻末「かごんま よか授業（授業づくり編）」を活用し、教師主導型の授業か

ら、生徒主体の学びになる授業を行う。また、ＫＥＩネットの「かごんま よか授業」

の動画を活用し、「発問」「話合い」「板書」について授業改善に取り組む。
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Ⅳ　各教科の結果分析（基礎・基本及び思考・表現）

鹿児島市 鹿児島県 県との差 鹿児島市 鹿児島県 県との差 鹿児島市 鹿児島県 県との差

小学５年生 76.4% 75.8% 0.6 62.6% 61.1% 1.5 71.8% 70.9% 0.9

中学１年生 74.9% 73.6% 1.3 60.6% 59.3% 1.3 69.0% 67.8% 1.2

中学２年生 67.8% 65.6% 2.2 56.1% 53.0% 3.1 64.2% 61.7% 2.5

　　 　ア　小学校５年生

鹿児島市 鹿児島県

話す聞く 92.8% 91.5% 1.3

書く 52.1% 48.1% 4.0  

読む 75.7% 74.0% 1.7

伝国 75.9% 76.4% -0.5

　【特に課題のあった設問】　小５　２－四－１・２　国語辞典の基本的な引き方

１　国語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　○分析　◆対策

学　　年
基礎・基本 全　体

平均通過率
県との差

　（１）　全体

　【特に課題のあった設問】　小５　１－三－2　ローマ字の読み、書き

　（２）　基礎・基本

思考・表現

○基礎･基本で70％を超えたのは、中１のみ  

○ 全体では、小５が７０％を越えており、 
 中１、中２は６０％を越えている。 
○ 基礎･基本では、小５、中１が７０％を上回 
 り概ね定着しているが中２は７０％未満であっ 
 た。 
○ 思考･表現では小５、中１が６０％に達して 
 いるが、小５は約５５％であった。 
【基礎・基本の分析】 
  話す聞く、書く、読む、伝統的な言語文化と 
 国語の特質に関する事項（伝国） 
 
【思考・表現の分析】 

 思考・表現１：知識・技能等を実生活の様々な 

                                  場面に活用して課題解決する問題 

76.4% 

74.0% 

48.1% 

91.5% 

75.9% 

75.7% 

52.1% 

92.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

伝国 

読む 

書く 

話す聞く 

鹿児島市 

鹿児島県 

○ 「話す聞く」は９０％を越えている。 
○ 県と比較すると、「書く」は大きく上回っているが、「伝国」は下回っている。 

【出題の意図】 
 日常使われている簡単な単
語についてローマ字で表記さ
れたものを読んだり、書いた
りできるか。 
【結果 平均通過率】 
 市 ：1 62.0％、2 43.2％   
 県 ：1 62.6％、2 47.9％ 
市-県：1 -0.6 、2 -4.7 

  思考・表現２：身近な資料を用いて、表現の仕方や文章の特徴を捉え、自分の表現に役立てる 
         ことができるようにする問題 
 思考・表現３：複数の情報を関連付け、それをもとに自分の考えを論理的に書くことができる 
         ようにする問題 
【全体的な対策】（２）（３）の分析を踏まえ、以下のような対策が考えられる。 

◆ 授業の中で辞書を引く機会を増やし、語句の意味や見出し語の並びについて定着を図ったり、 

 ある文を文節ごとに分けて読む活動等を繰り返し行ったりして、基礎・基本の定着を図る。 
◆ 知識・技能を実生活の様々な場面に活用して課題解決を図ったり、身近な資料を用いて、表現 
  の仕方や文章の特徴を捉え、自分の表現に役立てたりすることができるような課題を与え、話し 
 合い等の言語活動を取り入れながら思考力・表現力の定着を図る。（主体的・協同的な学習活動） 

三 次の１のローマ字の読み方をひらがなでていねいに書きましょう。 

 また、２の言葉を、ローマ字でていねいに書きましょう。 

 □の中に書きましょう。 

 １ ｋｙｕｓｙｕ（U の上にはそれぞれ˄が入る） 

 ２ ねこ 

【出題の意図】 
 見出し語の並びについて理解し、国語
辞典の基本的な引き方を身に付けている
か。（H27年度追跡調査） 
【結果 平均通過率】 
 市：1 95.4％  2 73.0％    
 県：1 95.5％  2 73.9％  
市-県:1 -0.1   2 -0.9 

64.2% 

69.0% 

71.8% 

56.1% 

60.6% 

62.6% 

67.8% 

74.9% 

76.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学２年生 

中学１年生 

小学５年生 

基礎・基本 思考・表現 全体 

四 次の１，２で示した言葉を国語辞典で探すとき、最初に出てくる言葉 

 は、どれでしょうか。アからウの中からそれぞれ一つずつ選び、記号 

 で書きましょう。 
 

 １ ア体育（たいいく） イ 台風（たいふう）   ウ    大工（だいく） 

 ２ ア サッカー     イ サイクリング        ウ サーカス 
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イ　中学校１年生

鹿児島市 鹿児島県

話す聞く 84.4% 83.0% 1.4

書く 0.0

読む 70.6% 69.2% 1.4

伝国 78.4% 77.3% 1.1

ウ　中学校２年生

鹿児島市 鹿児島県

話す聞く 73.1% 68.7% 4.4

書く 54.4% 52.2% 2.2

読む 68.5% 66.3% 2.2

伝国 68.0% 66.0% 2.0

　　 　ア　小学校５年生

鹿児島市 鹿児島県

思考・表現１ 46.5% 46.0% 0.5

思考・表現２ 63.6% 62.4% 1.2  

思考・表現３ 67.0% 65.5% 1.5

平均通過率
県との差

　（３）　思考・表現

平均通過率
県との差

　【特に課題のあった設問】　中１　３－三　文節に対する理解

平均通過率
県との差

77.3% 

69.2% 

0.0% 

83.0% 

78.4% 

70.6% 

0.0% 

84.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

伝国 

読む 

書く 

話す

聞く 

鹿児島市 
鹿児島県 

66.0% 

66.3% 

52.2% 

68.7% 

68.0% 

68.5% 

54.4% 

73.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

伝国 

読む 

書く 

話す聞く 

鹿児島市 
鹿児島県 

◆ ローマ字の表記について、機会を捉えて継続的に課題を与え、定着を図る。 
◆ 見出し語の並びについて、規則性を確認できる課題を与え、定着を図る。 
 (例）さっき－さつき－ざっき－ざつぎ、ひょう－ひよう－びょう－びよう など 

◆ 言葉の単位について文－文章－文節－単語のそれぞれの意味を確認する。また、文節 
 の区切りについて、機会を捉えて確認をし、定着を図る。その際、複合語や、補助の関 
 係にある文節を含む問題を意識的に与える。 

【出題の意図】 
  文節について理解し、文節に正し
く区切ることができるか。 
【結果】 
 市平均通過率：74.7％   
 県平均通過率：75.6％ 
 県との比較  ：－0.9 
 

○ 全ての領域で７０％を越え、「話す聞く」は８０％を越えている。 
○ 県と比較して、「話す聞く」「読む」「伝国」それぞれ、県をやや上回っているが、 
 設問によっては県を下回っている問題もある。 

○ 「書く」は５０％台、「読む」「伝国」は６０％台で、「話す聞く」は７０％台である。 
○ 県と比較すると、全ての領域で２％以上県を上回っている。設問ごとでは、県を下回って 
 いる問題が１問あった。（動詞の活用の種類） 

65.5% 

62.4% 

46.0% 

67.0% 

63.6% 

46.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思考・表現３ 

思考・表現２ 

思考・表現１ 
  鹿児島市 

  鹿児島県 

○ 「思考・表現１」は４０％台で、「思考・表現２、３」は６０％台であった。 
○ 県と比較すると、いずれもやや上回っている。 

三 次の文の文節の数を答えよ。 

  

 公園で三時に友達と待ち合わせる。 
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　　 　イ　中学校１年生

鹿児島市 鹿児島県

思考・表現１ 65.9% 63.9% 2.0

思考・表現２ 53.5% 53.1% 0.4  

思考・表現３ 61.6% 60.2% 1.4

　　 　ウ　中学校２年生

鹿児島市 鹿児島県

思考・表現１ 49.3% 46.7% 2.6

思考・表現２ 63.3% 60.5% 2.8  

思考・表現３ 48.8% 45.0% 3.8

　【特に課題のあった設問】　中１　６－三　情報の的確な読み取り、必要な情報を整理して書く

平均通過率
県との差

県との差

　【特に課題のあった設問】　中２　６－二　記述・交流　

平均通過率

◆ グラフや記事など複数の資料をもとに情報を整理し、的確に読み取った上で意見交換 
 を行い、自分の考えをまとめる活動を取り入れる。（主体的・協同的な学習活動） 

【出題の意図】 
① 情報を的確に読み取 
 ることができるか。
（H27年度追跡調査） 
② 複数の情報を読み、 
 必要な情報を整理して 
 書くことができるか。 
③ 自分の伝えたいこと 
 を決められた字数で書 
 くことができるか。 
【結果（数字は％）】 
①市74.6 県71.7 差2.9 
②市55.0 県55.9 差-0.9 
③市61.5 県58.2 差3.3 

◆ リーフレット等身近な資料をもとに話し合い、話し合いを踏まえて新たな資料を見付 
 けたり、原稿を書いたりする活動を取り入れる。（主体的・協同的な学習活動） 

【出題の意図】 
① 論述されている事柄の理由 
 を資料から探し、文章に書く 
 ことができるか。 
② 資料から必要な情報を取り 
 出し、自分の考えをまとめ、 
 文章に書くことができるか。 
③ 字数制限を守り、原稿用紙 
 の書き表し方に基づいて文章 
 を記述できるか。 
 
【結果（数字は％）】 
①市46.5 県42.6 差3.9 
②市45.0 県41.0 差4.0 
③市55.0 県51.3 差3.7 

60.2% 

53.1% 

63.9% 

61.6% 

53.5% 

65.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思考・表現３ 

思考・表現２ 

思考・表現１ 
鹿児島市 

鹿児島県 

○ 「思考・表現２」は５０％台で、他は６０％台である。 
○ 県と比較すると、いずれもやや上回るか、上回っている。 

45.0% 

60.5% 

46.7% 

48.8% 

63.3% 

49.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思考・表現３ 

思考・表現２ 

思考・表現１ 
鹿児島市 

鹿児島県 

○ 「思考・表現２」は６０％台だが、それ以外は５０％に満たない。 
○ 県と比較すると、それぞれ上回っている。 

６三 坂本さんたちは、今回の資料や意見交換の内容をふまえて、次の生 

  徒会だよりで「正しい情報の発信の仕方・受け止め方」を特集で組むこと 

  になり、下のような形で紙面を組むことにした。そして、坂本さんがその 

  冒頭で、大まかな結論を整理する文章を書くことになった。あなたが坂 

  本さんなら、どのような文章を書くか。次の条件に従って書け。 

   （【資料Ａ】、【記事資料Ｂ】、【意見交換】、【生徒会だより】は省略） 

① 文章の中に、必ず、「情報を発信するときは」・「情報を受け止めるとき 

 は」という二つの語句を用いること。 

② 【意見交換】の中で出てきた発言をもとにしながら、情報の発信と情報 

 の受け止め方の、それぞれ大事なことを書くこと。 

③ 文章は、「情報を」という書き出しに続く形で八十字以上百二十字以内 

 で書くこと。（書き出しを一マス空ける必要はない。） 

６ 山下さんの学級では、学級活動の時間に『健康な生活』について学習 

 し、班ごとに調べたことを発表することになりました。山下さんの班は、 

 『早寝・早起き・朝ごはん』について発表するために、図書室で次のような 

 リーフレットを見つけました。次の資料や会話の様子を踏まえてあとの各 

 問いに答えなさい。（【リーフレット】、【会話の様子】、【グラフ】は省略） 

 二 山下さんたちはリーフレットをもとに、次のような構成で原稿を書く 

   ことにした。次の条件にしたがって、原稿を完成させるため、□に入る 

   文章を答えよ。 

  ① リーフレットの内容をふまえて、一文目には、第一段落で明らかに 

    している内容の理由を、二文目以降には、「早寝・早起き」と「朝ごは 

         ん」の関連に着目して、自分の考えをまとめて書くこと。  

  ② 百二十字以上百四十字以内で書くこと。 

  ③ 原稿用紙の使い方を守って書くこと。 
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鹿児島市 鹿児島県 県との差 鹿児島市 鹿児島県 県との差 鹿児島市 鹿児島県 県との差

小学５年生 62.4% 62.3% 0.1 60.7% 59.4% 1.3 61.8% 61.4% 0.4

中学１年生 67.4% 64.8% 2.6 42.9% 40.3% 2.6 60.2% 57.5% 2.7

中学２年生 59.2% 57.4% 1.8 40.9% 38.9% 2.0 53.8% 51.9% 1.9

　　 　ア　小学校５年生

鹿児島市 鹿児島県

国土の様子 53.2% 52.8% 0.4

農業 74.1% 73.9% 0.2

水産業 69.9% 70.0% -0.1

工業 67.7% 68.0% -0.3

運輸・貿易 21.8% 23.4% -1.6  

２　社会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　○分析　◆対策

学　　年
基礎・基本 全　体

平均通過率
県との差

　（１）　全体

　【特に課題のあった設問】　小５　６－(４)　工業の原材料としての石油の輸送

　（２）　基礎・基本

思考・表現

【思考・表現の分析】 
  思考・表現１：社会的事象の特徴や背景・原因等について、自分の考えを筋道立てて説明する 
        問題 
 思考・表現２：提示された資料を関連付けたり、比較したりして読み取ったことをもとに、社 
        会的事象について説明する問題 
 思考・表現３：歴史的事象の相互の関係を判断したり、社会的事象について正しく説明してい 
        るものを判断したりする問題(選択肢による出題） 
【全体的な対策】（２）（３）の分析を踏まえ、以下のような対策が考えられる。 
 ◆ 授業の中で、地球儀や地図、写真などの資料を活用し、資料から読み取ったことから自分の 
  考えをまとめたり、話し合ったりする活動を充実させ、知識・理解の確実な定着を図る。 
 ◆ 資料を調べたり、資料から読み取ったことから自分の考えをまとめたり、話し合ったりする 
  活動を更に充実させながら、特に複数の資料を関連付けて説明する活動を重視し、思考力・表 
  現力の定着を図る。  

○基礎･基本で70％を超えたのは、中１のみ  

53.8% 

60.2% 

61.8% 

40.9% 

42.9% 

60.7% 

59.2% 

67.4% 

62.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学２年生 

中学１年生 

小学５年生 

基礎・基本 思考・表現 全体 

○ 全体では、小５が県とほぼ同じであり、中 
 １、２が県をやや上回ってはいるが、７０％ 
 に到達していない。 
○ 基礎･基本では、いずれの学年においても、    
 ７０％に到達していないことから、定着が十 
 分でない。 
○ 思考･表現では小５は概ね定着しているが、 
 中１、中２は定着が十分でない。 
【基礎・基本の分析】 
 小学校：国土の様子、農業、水産業、工業、    
     運輸・貿易 
 中１年：世界の地域構成、世界各地の人々の 
     生活と環境、世界の諸地域、歴史の   
     とらえ方、古代までの日本 
 中２年：日本の地域構成、日本の地域的特 
     色、日本の諸地域、近世の日本 

23.4% 

68.0% 

70.0% 

73.9% 

52.8% 

21.8% 

67.7% 

69.9% 

74.1% 

53.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運輸・貿易 

工業 

水産業 

農業 

国土の様子 
鹿児島市 

鹿児島県 

○ 全ての内容・領域において定着が十分でない。 
○ 県と比較すると、「運輸・貿易」の内容・領域がやや下回っている。 

【出題の意図】工業の原材料と
として重要な輸入品である石油
の輸送について理解できている
か。 
【結果】 
 市平均通過率：21.8％   
 県平均通過率：23.4％ 
 県との比較  ：-1.6 

（４） 工業のさかんな地域が海 

  沿いにある理由の一つは、船 

  で原材料や製品を運ぶからで 

  す。資料３は、そのような原材 

  料を輸送する専用の船の一 

  つです。この船が輸送してい 

  る原材料は何ですか。また、 

  何とよばれる船ですか。 
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イ　中学校１年生

鹿児島市 鹿児島県

世界の地域構成 85.0% 82.8% 2.2

世界の環境 60.2% 56.9% 3.3

世界の諸地域 73.0% 70.3% 2.7

歴史のとらえ方 71.8% 69.0% 2.8

古代までの日本 54.3% 52.0% 2.3

ウ　中学校２年生

鹿児島市 鹿児島県

日本の地域構成 58.7% 58.0% 0.7

日本の特色 66.6% 66.1% 0.5

日本の諸地域 61.1% 55.0% 6.1

近世の日本 55.7% 53.8% 1.9

　　 　ア　小学校５年生

鹿児島市 鹿児島県

思考・表現１ 62.2% 62.7% -0.5

思考・表現２ 56.4% 54.6% 1.8  

思考・表現３ 64.0% 62.0% 2.0

平均通過率
県との差

　（３）　思考・表現

平均通過率
県との差

　【特に課題のあった設問】　中１　４－(１)縄文時代の様子

平均通過率
県との差

◆ 歴史的な遺跡の取扱いについては、その歴史的な価値を確認するだけでなく、地図で 
 位置を確認すると共に、ノートに略地図を描くなどの活動を取り入れ、言葉だけの理解 
 に終わらないように工夫することが大切である。 
◆ 本設問は、H2７年度の追跡調査であることから、定着の低い調査問題については、年 
 間指導計画に朱書きするなどして、授業の中で確実に理解し定着が図られるようにする。 

52.0% 

69.0% 

70.3% 

56.9% 

82.8% 

54.3% 

71.8% 

73.0% 

60.2% 

85.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

古代までの日本 

歴史のとらえ方 

世界の諸地域 

世界の環境 

世界の地域構成 

鹿児島市 
鹿児島県 

53.8% 

55.0% 

66.1% 

58.0% 

55.7% 

61.1% 

66.6% 

58.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

近世の日本 

日本の諸地域 

日本の特色 

日本の地域構成 
鹿児島市 
鹿児島県 

◆ 日頃から資料集や写真、映像等を活用して実生活に結び付き、児童生徒の興味・関心を 
 高める工夫をする。また、それぞれの資料を関連付けて説明できるよう、ペアやグループ 
 で話し合う際、説明が矛盾していないかお互いに聞き合って検討させる場を設定する。 

【出題の意図】上野原遺跡の位置
を地図上で正しく指摘できるか。 
【結果】（H27の追跡調査、同一問題） 

市平均通過率：47.6％   
県平均通過率：48.2％ 
県との比較 ：－0.6 
【Ｈ２７年度の結果】 
市平均通過率：41.2％ 
県平均通過率：43.8% 
県との比較 ：-2.6 

○ 「古代までの日本」は、５０％台である。 
○ 県と比較すると、「世界の環境」が上回っており、その他はやや上回っている。 

○ 全ての内容・領域で７０％を越えておらず、定着が十分でない。 
○ 県と比較すると「日本の諸地域」が上回っており、「近世の日本」がやや上回っている。 

62.0% 

54.6% 

62.7% 

64.0% 

56.4% 

62.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思考・表現３ 

思考・表現２ 

思考・表現１ 
鹿児島市 

鹿児島県 

（１） カードＡについて、このころの日本 

  は、縄文時代であった。縄文時代の代 

  表的な遺跡とされる上野原遺跡はどこ 

  にあるか。地図１中のア～エから選び、 

  記号で答えよ。 
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イ　中学校１年生
　　 　

鹿児島市 鹿児島県

思考・表現１ 39.2% 37.4% 1.8

思考・表現２ 29.8% 27.7% 2.1  

思考・表現３ 55.4% 51.5% 3.9

　　 　ウ　中学校２年生

鹿児島市 鹿児島県

思考・表現１ 43.6% 41.4% 2.2

思考・表現２ 27.7% 25.8% 1.9  

思考・表現３ 52.3% 50.4% 1.9

　【特に課題のあった設問】　中１　５－(３)　奈良時代の農民の生活の様子

平均通過率

　【特に課題のあった設問】　小５　４－(４)　水産資源の保護するための工夫や努力

平均通過率
県との差

県との差

◆ 資料から読み取ったことを根拠として、特徴や背景・原因等について、自分の考えを 
 筋道立てて説明する活動を取り入れる。 

◆ 複数の資料を関連付けたり、比較したりして読み取ったことから自分の考えをまとめたり、 
 話し合ったりする活動を充実させ説明する活動を取り入れる。 

【出題の意図】奈良時代の
農民の生活の様子につい
て、資料を基に説明するこ
とができるか。 
 
【結果】 
 
市平均通過率：25.6％ 
県平均通過率：25.7％ 
県との比較 ：-0.1 
 
 

○ 「思考・表現１」「思考・表現２」は、６０％を上回っている。 
○ 県と比較すると、「思考・表現２」「思考・表現３」はやや上回っている。 

51.5% 

27.7% 

37.4% 

55.4% 

29.8% 

39.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思考・表現３ 

思考・表現２ 

思考・表現１ 鹿児島市 

鹿児島県 

○ 「思考・表現２」は、３０％に満たない。 
○ 県と比較すると、「思考・表現３」が上回っており、その他はやや上回っている。 

50.4% 

25.8% 

41.4% 

52.3% 

27.7% 

43.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思考・表現３ 

思考・表現２ 

思考・表現１ 
鹿児島市 

鹿児島県 

○ 「思考・表現２」は３０％に満たない。 
○ 県と比較すると、全てにおいてやや上回っている。 

【出題の意図】水産資源を保
護するための工夫や努力につ
いて、資料をもとに説明する
ことができるか。 
【結果】 
市平均通過率：51.8％   
県平均通過率：53.1％ 
県との比較 ：-1.3 
 

（４） 近年、次の□に述べるような取り組みを進めている地域も見られますが、このよ

うな取り組みが行われるのはなぜですか。その理由を□の中に書きましょう。 
 
 

・ 魚の種類によって、休漁期間を設けたり、網の目を大きくしたりしている。 

・ 魚がえさをとったり、たまごを産んだり、稚魚が成長したりする場所として、減少して 

  いる藻場（海藻がしげっている所）を回復させたり、人工的に作ったりしている。 

・ 捕れた魚のうち、マダイやイサキは１５cm以下、ヒラメは２５cm以下の大きさの場合 

  は、海に放流している。 

（３） 略年表中Ｂの下線部②と奈良時代の農民の生活の様子を、資料２と資料３～５を使いながら

下のようにまとめた。まとめ文の□に、資料３～５からわかることをもとに、農民にはどのような負担

があり、どのような生活であったのか説明を書き、まとめを完成させよ。 
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鹿児島市 鹿児島県 県との差 鹿児島市 鹿児島県 県との差 鹿児島市 鹿児島県 県との差

小学５年生 71.0% 70.6% 0.4 50.1% 48.8% 1.3 64.8% 64.2% 0.6

中学１年生 72.3% 70.9% 1.4 48.7% 47.7% 1.0 65.2% 64.0% 1.2

中学２年生 75.1% 73.1% 2.0 56.6% 53.3% 3.3 68.9% 66.5% 2.4

　　 　ア　小学校５年生

鹿児島市 鹿児島県

数と計算 69.8% 69.8% 0.0

量と測定 63.6% 62.9% 0.7

図形 70.9% 69.8% 1.1

数量関係 82.9% 81.9% 1.0  

　（２）　基礎・基本

思考・表現

　【特に課題のあった設問】　小５　３－(2)　最小公倍数

３　算数・数学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　○分析　◆対策

学　　年
基礎・基本 全　体

平均通過率
県との差

　（１）　全体○基礎･基本で70％を超えたのは、中１のみ  

68.9% 

65.2% 

64.8% 

56.6% 

48.7% 

50.1% 

75.1% 

72.3% 

71.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学２年生 

中学１年生 

小学５年生 

基礎・基本 思考・表現 全体 

○ 全体では、県平均を上回っているが、７割 
 に満たない状況にある。 
○ 基礎･基本では、小５・中１・中２のどの学
も年も７０％を上回り、概ね定着しているとい
あえる。 
○ 思考･表現では、小５・中２は５０％を上あ
あ回ったが、中１は５０％を下回っている。 
【基礎・基本の分析】 
 小学校：数と計算、量と測定 
     図形、数量関係 
 中学校：数と式、図形 
     関数、資料の活用 

81.9% 

69.8% 

62.9% 

69.8% 

82.9% 

70.9% 

63.6% 

69.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

数量関係 

図形 

量と測定 

数と計算 鹿児島市 

鹿児島県 

○「量と測定」は７０％に満たない。 
○ 県と比較すると、「図形」「数量関係」はやや上回っている。 
 

◆ 最小公倍数を理解させるために、実際に長方形を並べさせて最小の正方形をつくる活動
あを設定し、図と関連付けながら最小公倍数の意味を理解させる指導を行う。 

あああああああああああ
【出題の意図】最小公倍
数の意味を正しく理解
し、求めることができる
か。あああああああああ
あ 
【結果】 
 市平均通過率：44.5％   
 県平均通過率：46.8％ 
 県との比較  ：-2.3 

【思考・表現の分析】 

あ思考・表現１：知識・技能等を実生活の様々な場面に活用して課題解決する問題 
あ思考・表現２：示された課題解決の過程を新たな課題に活用して解決する問題 
あ思考・表現３：課題解決の方法や判断の根拠などを言葉や数、式、図、表、グラフなどを用いて、 
        筋道立てて説明する問題 
【全体的な対策】（２）（３）の分析を踏まえ、以下のような対策が考えられる。 

 ◆ 基本的な概念や原理・原則を確実に定着させた上で、それらを活用して深く考え理解させる指 

ああ導を重視する。 

 ◆ 問題解決的な学習を確実に実践する中で、自分の考えを言葉や図、式、表、グラフ等を用いて

ああまとめたり説明したりする活動を積極的に取り入れる。 

 ◆ 日常生活に関係する問題の解決のために、必要な情報を集め、その中から条件に合うものを選

ああ択して数学的に処理したり、示された方法を場面に応じて適用したりする学習を充実させる。 
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イ　中学校１年生

鹿児島市 鹿児島県

数と式 74.9% 73.4% 1.5

図形 72.0% 71.1% 0.9

関数 64.2% 64.5% -0.3

資料の活用 60.0% 57.5% 2.5

ウ　中学校２年生

鹿児島市 鹿児島県

数と式 77.1% 74.9% 2.2

図形 80.4% 78.2% 2.2

関数 59.8% 58.7% 1.1

資料の活用

ア　小学校５年生

鹿児島市 鹿児島県

思考・表現１ 47.5% 45.3% 2.2

思考・表現２ 61.4% 59.6% 1.8  

思考・表現３ 36.9% 37.8% -0.9

　　 　

　【特に課題のあった設問】　中１　４－１　図形の平行移動

県との差

　（３）　思考・表現

平均通過率

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

57.5% 

64.5% 

71.1% 

73.4% 

60.0% 

64.2% 

72.0% 

74.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

資料の活用 

関数 

図形 

数と式 
鹿児島市 
鹿児島県 

58.7% 

78.2% 

74.9% 

59.8% 

80.4% 

77.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関数 

図形 

数と式 
鹿児島市 
鹿児島県 

◆ 方眼紙を利用した図形の平行移動の問題である。平行移動の意味を実際に図形を動かす 
 ことで理解させ、また、きちんと定規等の道具を使い図をかくという指導を徹底する。 

 

【出題の意図】方眼を用
いて平行移動した図形を
かくことができるか。
（H27全国学力・学習状況
調査追跡問題）ああああ 
【結果】 
市平均通過率：56.4％   
県平均通過率：57.5％ 
県との比較 ：-1.1 

○ 「数と式」「図形」は７０％を上回ったが、「関数」「資料の活用」は７０％を下回った。 
○ 県と比較すると、「数と式」「資料の活用」はやや上回っており、「図形」「関数」はほ
あぼ同じである。 

○ 「関数」の平均通過率は７０％を下回っている。 
○ 県と比較すると、全てやや上回っている。 
 

37.8% 

59.6% 

45.3% 

36.9% 

61.4% 

47.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思考・表現３ 

思考・表現２ 

思考・表現１ 
鹿児島市 

鹿児島県 

○ 「思考・表現１」「思考・表現３」は５０％を下回っている。 
○ 県と比較して、「思考・表現１」「思考・表現２」はやや上回っており、「思考・表現
あ３」はほぼ同じである。 
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イ　中学校１年生

鹿児島市 鹿児島県

思考・表現１ 59.2% 58.0% 1.2

思考・表現２ 50.3% 49.2% 1.1  

思考・表現３ 30.8% 30.1% 0.7

　　 　

　【特に課題のあった設問】　中１　８－１－(2)　２つの数量の関係の考察と表現

ウ　中学校２年生

鹿児島市 鹿児島県

思考・表現１ 70.6% 67.8% 2.8

思考・表現２ 28.2% 23.3% 4.9

思考・表現３ 29.1% 26.6% 2.5  

　　 　

　【特に課題のあった設問】　小５　１１－(2)　２本の平行な直線

県との差
平均通過率

平均通過率
県との差

◆ １つの直線に交わる２本の直線が平行であることをきちんと理解させるために、直線と直線が交わ
あわってできる角度を測ったり、２本の直線が平行になるように図をかかせたりする活動と併せて、、
あ複数の直線が引いてある図の中から平行な２本の直線を探す活動などに取り組ませる。 

【出題の意図】１つの直線に、
等しい角度で交わる２本の直線
は平行であるという性質を使っ
て、２本の直線が平行であると
いうことを説明することができ
るか。あああああああああああ
あああああああああああああ 
【結果】 
市平均通過率：13.2％   
県平均通過率：13.2％ 
県との比較 ： 0.0 
 

◆ 問題場面を正しく捉えられていないことも考えられるので、具体的な操作活動を取り入
あれ、イメージできるようにすることも必要である。また、解決方法等を図や式に表現した
あり、関連付けたりし、数学的な表現や言語を使うことができる学習を取り入れる。 

【出題の意図】問題から数
量関係を捉え、課題を解決
することができるか。ああ
ああああ 
【結果】 
市平均通過率：15.0％   
県平均通過率：15.9％ 
県との比較 ：-0.9 
 
 
 

30.1% 

49.2% 

58.0% 

30.8% 

50.3% 

59.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思考・表現３ 

思考・表現２ 

思考・表現１ 
鹿児島市 

鹿児島県 

○ 「思考・表現１」は５０％を上回っているが、「思考・表現３」は５０％を下回っている。 
○ 県と比較すると、「思考・表現１」「思考・表現２」はやや上回っており、「思考・表現ああ
あ３」はほぼ同じである。 
 

26.6% 

23.3% 

67.8% 

29.1% 

28.2% 

70.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思考・表現３ 

思考・表現２ 

思考・表現１ 

鹿児島市 

鹿児島県 

○ 「思考・表現２」「思考・表現３」は３０％に満たない。 
○ 県と比較すると、「思考・表現２」は上回っており、「思考・表現１」「思考・表現３」は  
あやや上回っている。 
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鹿児島市 鹿児島県 県との差 鹿児島市 鹿児島県 県との差 鹿児島市 鹿児島県 県との差

小学５年生 75.0% 73.9% 1.1 69.1% 67.8% 1.3 72.9% 71.8% 1.1

中学１年生 56.3% 54.5% 1.8 47.6% 46.4% 1.2 53.2% 51.6% 1.6

中学２年生 61.5% 59.8% 1.7 46.0% 43.1% 2.9 57.1% 55.0% 2.1

　　 　ア　小学校５年生

鹿児島市 鹿児島県

A　物質・エネルギー 68.7% 68.1% 0.6

B　生命・地球 78.4% 77.1% 1.3  

　（２）　基礎・基本

思考・表現

　【特に課題のあった設問】　小５　９－(1)　メスシリンダーの操作

４　理科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　○分析　◆対策

学　　年
基礎・基本 全　体

平均通過率
県との差

　（１）　全体○基礎･基本で70％を超えたのは、中１のみ  

57.1% 

53.2% 

72.9% 

46.0% 

47.6% 

69.1% 

61.5% 

56.3% 

75.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学２年生 

中学１年生 

小学５年生 

基礎・基本 思考・表現 全体 

○ 全体では、いずれの学年も県をやや上回っ 
 ているが、中１、中２は７割に満たない状況 
 である。 
○ 基礎･基本では、いずれの学年も県をやや上 
 回っているが、特に中１が６割に満たない状 
 況であり、課題が見られる。 
○ 思考・表現では、いずれの学年も県をやや 
 上回っているが、中１、中２は５割に満たな 
 い状況であり、課題が見られる。 
 
【基礎・基本の分析】 
 小学校：Ａ 物質・エネルギー 
     Ｂ 生命・地球 
 中学校：物理、化学、生物、地学 
 

77.1% 

68.1% 

78.4% 

68.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

B 生命・地球 

A 物質・エネ

ルギー 

鹿児島市 

鹿児島県 

○ 「生命・地球」は７０％を越え、県をやや上回っている。 

◆ メスシリンダーの 
 目盛りの読み取り方 
 を拡大図を用いて正 
 しく理解させるとと 
 もに，効率のよい操 
 作の仕方について実 
 際の操作を通して気  
 付かせる。チェック 
 カードを活用するな 
 どさせ、２人一組で 
 正しい操作方法を確  
  認させながら習熟を 
  図らせる。 

【出題の意図】液体の体
積を正確にはかる道具の
使い方を理解できている
か。 
【結果】 
 市平均通過率：54.0％   
 県平均通過率：56.0％ 
 県との比較  ：-2.0 

  思考・表現１：観察、実験の結果（事実、データ）から結論を考察する問題 
 思考・表現２：原理、法則を他の身近な現象に当てはめて説明する問題 
 思考・表現３：視覚的に実感しにくい現象をモデルで説明する問題 
【全体的な対策】（２）（３）の分析を踏まえ、以下のような対策が考えられる。 

 ◆ 確かな問題意識の基に予想や仮説を一人一人にもたせ、観察・実験への見通しを明確にもた 

  せる。実験器具の操作に当たっては、操作手順や方法の意味を考えさせるとともに、二人組で 

  確認しながら取り組ませるなど、確実な定着を図る。 
 ◆ 結果を表やグラフに整理して傾向を捉えさせたり、作図や図式化などモデル化を通して事象 
  と要因を関連付けさせたりするなど、領域の特性を踏まえて考察を深める工夫を取り入れる。 
 ◆ 原理・法則を身近な事象に当てはめて考え、児童生徒が自分の言葉で説明する活動を授業終  
  末等に取り入れる。その際、自分の考えを根拠も含めて記述させるようにする。 
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イ　中学校１年生

鹿児島市 鹿児島県

物理 55.5% 55.0% 0.5

化学 54.5% 52.9% 1.6

生物 59.3% 57.2% 2.1

地学 54.5% 52.1% 2.4

ウ　中学校２年生

鹿児島市 鹿児島県

物理 56.4% 52.6% 3.8

化学 50.7% 49.2% 1.5

生物 72.7% 70.7% 2.0

地学 62.7% 61.3% 1.4

　　 　ア　小学校５年生

鹿児島市 鹿児島県

思考・表現１ 70.3% 68.8% 1.5

思考・表現２ 66.4% 65.7% 0.7  

思考・表現３ 71.1% 69.3% 1.8

平均通過率
県との差

　（３）　思考・表現

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

　【特に課題のあった設問】　中１　６－(2)　メスシリンダーによる体積の測定

52.1% 

57.2% 

52.9% 

55.0% 

54.5% 

59.3% 

54.5% 

55.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地学 

生物 

化学 

物理 
鹿児島市 
鹿児島県 

61.3% 

70.7% 

49.2% 

52.6% 

62.7% 

72.7% 

50.7% 

56.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地学 

生物 

化学 

物理 
鹿児島市 
鹿児島県 

○ どの分野も平均通過率は５０％台である。 
○ 県と比較すると、物理はほぼ同じあり、その他はいずれもやや上回っている。 

○ 生物は７０％を超えているが、物理、化学は５０％台である。 
○ 県と比較すると、全て上回っている。 

69.3% 

65.7% 

68.8% 

71.1% 

66.4% 

70.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思考・表現３ 

思考・表現２ 

思考・表現１ 

鹿児島市 

鹿児島県 

○ 「思考・表現１」、「思考・表現３」は県をやや上回っており、７０％を超えている。 
○ 「思考・表現２」は、県とほぼ同じである。 

【出題の意図】 
 メスシリンダーを読み
取り、物質の体積を求め
ることができるか。 
 
【結果】 
 市平均通過率：14.3％   
 県平均通過率：14.3％ 
 県との比較  ： 0.0 
 

◆ 水面の位置や目盛りの単位に留意しながら、体積を実際に測定する活動を十分に行わ 
 せ、操作を通して理解を深めるようにする。特に、容量の異なるメスシリンダーを用い 
 ることで、目盛りの最小単位に着目することの必要性に気付かせる。 
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　　 　イ　中学校１年生

鹿児島市 鹿児島県

思考・表現１ 52.0% 50.5% 1.5

思考・表現２ 33.9% 32.0% 1.9  

思考・表現３ 42.8% 42.4% 0.4

　　 　ウ　中学校２年生

鹿児島市 鹿児島県

思考・表現１ 42.4% 39.9% 2.5

思考・表現２ 46.3% 43.3% 3.0  

思考・表現３ 48.1% 45.1% 3.0

県との差

　【特に課題のあった設問】　中２　７－(４)　気圧と風

平均通過率

　【特に課題のあった設問】　中１　７－Ⅱ(3)　凸レンズの働き

平均通過率
県との差

◆ 実像や虚像ができる条件について、像の位置や大きさ、像の向きの関係に着目させな 
 がら調べる実験を十分に行った上で、作図を通して関係性を整理し確認させる。(1)の結 
 果からは実像と虚像を混同していることが伺えることから、実験結果と作図を関係付け  
 ながら説明する活動を取り入れる。 

【出題の意図】 
 凸レンズを通った光の進む
道筋と像のでき方を理解して
いるか。 
 
【結果】 
市平均通過率：40.4％   
県平均通過率：40.7％ 
県との比較  ：-0.3 
 

◆ 天気図や低気圧、高気圧付近の風のふき方等の情報を基にして風向を類推する活動を 
 取り入れる。その際、自分の考えをノートに書かせた上で、なぜそのように考えたのか 
 一人一人説明し合う活動に少人数グループで取り組ませる。各グループでは、根拠を明 
 確にさせながら考えを整理させ、学級全体で発表、確認させるようにする。 

【出題の意図】 
 高気圧と低気圧の位置関係から風向を類推できるか。 
【結果】市平均通過率 ：31.1％  
    県平均通過率 ：30.2％ 県との比較 ：0.9 

42.4% 

32.0% 

50.5% 

42.8% 

33.9% 

52.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思考・表現３ 

思考・表現２ 

思考・表現１ 鹿児島市 

鹿児島県 

○ 「思考・表現１」と「思考・表現３」は、県をやや上回っている。 
○ 「思考・表現２」、「思考・表現３」は５０％を下回っている。 

45.1% 

43.3% 

39.9% 

48.1% 

46.3% 

42.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思考・表現３ 

思考・表現２ 

思考・表現１ 
鹿児島市 

鹿児島県 

○ いずれも４０％台である。 
○ 県と比較すると、「思考・表現１」はやや上回っており、その他は上回っている。 
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鹿児島市 鹿児島県 県との差 鹿児島市 鹿児島県 県との差 鹿児島市 鹿児島県 県との差

中学１年生 74.0% 71.3% 2.7 71.0% 67.6% 3.4 72.6% 69.6% 3.0

中学２年生 75.6% 72.3% 3.3 43.6% 39.8% 3.8 61.0% 57.4% 3.6

　　 　ア　中学校１年生

鹿児島市 鹿児島県

聞くこと 85.3% 83.2% 2.1

話すこと 69.2% 65.9% 3.3  

読むこと 73.5% 69.6% 3.9

書くこと 58.7% 56.5% 2.2

　【特に課題のあった設問】　中１　９－(2)　〔主語＋be動詞＋形容詞〕の英文の正しい語順を答える問題

５　英語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　○分析　◆対策

学　　年

　（１）　全体

　（２）　基礎・基本

基礎・基本 全　体

平均通過率
県との差

思考・表現

○基礎･基本で70％を超えたのは、中１のみ

61.0%

72.6%

43.6%

71.0%

75.6%

74.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学２年生

中学１年生

基礎・基本 思考・表現 全体

○ 全体では、中１が７０％に達しており、中２
は７０％を下回っている。

○ 基礎･基本では、７０％を越えており、概ね定
着している。

○ 思考･表現では、中２が５０％を下回っており
課題がみられる。

【基礎・基本の分析】
聞くこと、話すこと、読むこと、書くこと

【思考・表現の分析】

思考・表現１： 「聞くこと」は、聞き取った英語を基

に、英文を完成させたり、英語の質問

文に英語で答えたりする問題

○ 「聞くこと」「読むこと」において７０％を越えている。
○ 県と比較すると、全て上回っている。

◆ 初めて見るイラストや実物等を用いて、それらを即興で描写する練習をペアでさせる。
◆ H28年度からSushine English Course 1の基本文において、thisやthatの意味を「この

～」「あの～」という意味で扱われているのは、疑問詞のついた疑問文や命令文だけであ
る。そのため、「This 名詞 is 形容詞.」の語順の定着が図られるような基礎的なパター
ンプラクティスや表現活動を年間指導計画に位置付けて指導する必要がある。

【出題の意図】
まとまりのある英文を読ん

で、その内容に対する英語の
質問に適切に答えることがで
きる。
【結果】

市平均通過率： 3.9％
県平均通過率： 5.5％
県との比較 ：-1.6

【全体的な対策】（２）（３）の分析を踏まえ、以下のような対策が考えられる。
◆ 基本的な語句や表現は、コミュニケーション場面を設定して繰り返し使用させて習得させるとと
もに、音声から文字へのつなぎを意識した「書くこと」の指導を徹底する。

◆ 長文読解においては、１単元を通して自力で読み進めることができるように、目標や課題の提示
と生徒の振り返りを必ず指導過程に入れる。

◆ 指示語や接続語に注意して本文の内容を読み取る力を育成するために、物語や説明文の要約を英
語で再現する練習（re-telling)をする。

思考・表現２： 「読むこと」は、文と文のつながりや段落と段落の関係、内容に合う英文選択などを問う問題
思考・表現３： 「書くこと」においては、対話文の流れを把握した上で、適切な英文や内容的にまとまりのある

英文を書く問題

56.5%

69.6%

65.9%

83.2%

58.7%

73.5%

69.2%

85.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

書くこと

読むこと

話すこと

聞くこと

鹿児島市
鹿児島県
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イ　中学校２年生

鹿児島市 鹿児島県

聞くこと 80.0% 77.2% 2.8

話すこと 79.0% 75.0% 4.0

読むこと 74.8% 71.5% 3.3

書くこと 70.9% 66.9% 4.0

　　 　ア　中学校１年生

鹿児島市 鹿児島県

思考・表現１ 73.1% 68.5% 4.6

思考・表現２ 68.1% 65.7% 2.4  

思考・表現３ 71.7% 68.3% 3.4

　　　

平均通過率
県との差

　（３）　思考・表現

　【特に課題のあった設問】　中１　８－(1)　読解

　【特に課題のあった設問】　中２　３－(1)　読解

平均通過率
県との差

66.9%

71.5%

75.0%

77.2%

70.9%

74.8%

79.0%

80.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

書くこと

読むこと

話すこと

聞くこと

鹿児島市
鹿児島県

◆ 接続詞の意味に注意して、時間の経過に注意して、長文の内容を正しく読み取る練習
をさせる。

【出題の意図】まとまりのあ
る英文を読み、時間の経過に
注意して内容を把握すること
ができるか。
【結果】
市平均通過率：34.8%
県平均通過率：34.7%
県との比較 ： 0.1

68.3%

65.7%

68.5%

71.7%

68.1%

73.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思考・表現３

思考・表現２

思考・表現１

鹿児島市

鹿児島県

○ 「思考・表現１」「思考・表現３」は７０％を越え、「思考・表現２」も７０％弱
で、概ね定着が図られている。

○ 県と比較しても、「思考・表現１」「思考・表現２」は上回っており、「思考・表
現３」はやや上回っている。

【出題の意図】まとまり
のある英文を読んで、そ
の内容に対する英語の質
問に適切に答えることが
できる
【結果】

市平均通過率：39.8％
県平均通過率：34.9％
県との比較 ： 4.9

○ 全ての領域において、７０％を越えている。
○ 県と比較すると、どの領域もやや上回っている。

◆ 比較的長い文章を読む際に、大意か、情報の読み取りか、読む目的や視点を与えてから
読む練習をさせる。

◆ 教科書本文の解説だけでなく、長文の内容についてペアで英問を作らせたり、オープン
クエスチョンを与え、グループで話し合わせたりするなど、協働学習を取り入れる。

(1) Are Judy and Mike friends? ア Yes, she is .イYes,they are. ウNo,he is not.  エ No,they are not.
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　　 　イ　中学校２年生

鹿児島市 鹿児島県

思考・表現１ 50.3% 49.0% 1.3

思考・表現２ 48.8% 43.8% 5.0  

思考・表現３ 39.1% 34.9% 4.2

　　 　

 

平均通過率
県との差

　【特に課題のあった設問】　中２　９－(2)読解

34.9%

43.8%

49.0%

39.1%

48.8%

50.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思考・表現３

思考・表現２

思考・表現１ 鹿児島市

鹿児島県

○「思考・表現３」は５０％を下回っている。
○ 県と比較すると、「思考・表現２」は上回り、「思考・表現１」「思考・表現３」は

やや上回っている。

◆ 登場人物の考えや発言の根拠を文中から探して具体的に説明する問題について、個で考
えた後にぺアやグループで考えさせたり、学級全体で答えや意見を交換する活動を取り入
れる。

◆ 家庭学習においても、一度読んだ教科書の本文だけでなく、初めて読む長文を用いた演
長文習問題に定期的に取り組ませる。

【出題の意図】
前後の文から、論理的な

文の構造に気付き、下線部
の理由を日本語で説明する
ことができる。
【結果】

市平均通過率：24.3％
県平均通過率：19.2％
県との比較 ： 5.1
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Ⅴ　各教科の設問ごとの正答数，誤答数，無答数（県・市）

5 年

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

一 二 三 二 一 二 一 二 三

1 2 1 2 1 2 1 2 ① ② Ⅰ Ⅱ 1 観点① 観点② 観点③ ① ② 観点① 観点② 観点③

伝国 伝国 伝国 伝国 伝国 伝国 伝国 伝国 伝国 伝国 伝国 話す聞く 話す聞く 1 読む 読む 3 3 書く 2 ２・３ ２・３ ２・３ 読む 読む 読む 読む ２・３ ２・３ ２・３

13820 13820 13819 13820 13820 13822 13820 13820 13820 13820 13820 13820 13820 13820 13820 13818 13818 13819 13820 13818 13818 13818 13818 13818 13818 13818 13818 13818 13818 13818

4961 4961 4961 4961 4961 4962 4961 4961 4961 4961 4961 4961 4961 4961 4961 4961 4961 4962 4961 4961 4961 4961 4961 4961 4961 4961 4961 4961 4961 4961

10305 11105 10314 10437 8648 6620 11319 11346 12712 13196 10217 12779 12524 6363 7239 9374 8755 8893 6645 5607 8809 4757 11692 11019 11087 11197 11446 10046 8881 10605

74.6% 80.4% 74.6% 75.5% 62.6% 47.9% 81.9% 82.1% 92.0% 95.5% 73.9% 92.5% 90.6% 46.0% 52.4% 67.8% 63.4% 64.4% 48.1% 40.6% 63.8% 34.4% 84.6% 79.7% 80.2% 81.0% 82.8% 72.7% 64.3% 76.7%

75.0% 80.3% 74.9% 75.5% 62.0% 43.2% 82.5% 81.4% 92.0% 95.4% 73.0% 93.5% 92.1% 46.5% 54.8% 69.7% 65.8% 68.6% 52.1% 43.0% 64.6% 36.1% 86.2% 82.0% 81.7% 81.9% 84.1% 73.5% 64.5% 77.1%

0.5% 0.0% 0.2% 0.0% -0.5% -4.6% 0.6% -0.7% 0.0% -0.1% -0.9% 1.1% 1.4% 0.5% 2.5% 1.8% 2.4% 4.2% 4.1% 2.5% 0.8% 1.6% 1.6% 2.2% 1.5% 0.8% 1.3% 0.8% 0.2% 0.3%

県 市 差 県 市 差

話す聞く 91.5% 92.8% 1.3% 思・表１ 46.0% 46.5% 0.5%

書く 48.1% 52.1% 4.1% 思・表２ 62.4% 63.6% 1.1%

読む 74.0% 75.7% 1.7% 思・表3 65.5% 67.0% 1.5%

伝国 76.4% 75.9% -0.5%

3331 2274 2848 3198 3764 6497 2472 2445 1084 609 3587 1001 1256 6070 6150 4390 3904 3700 7112 7382 4433 8363 1531 2429 2279 2352 2166 2888 3983 2278

24.1% 16.5% 20.6% 23.1% 27.2% 47.0% 17.9% 17.7% 7.8% 4.4% 26.0% 7.2% 9.1% 43.9% 44.5% 31.8% 28.3% 26.8% 51.5% 53.4% 32.1% 60.5% 11.1% 17.6% 16.5% 17.0% 15.7% 20.9% 28.8% 16.5%

23.8% 16.2% 20.6% 23.0% 27.4% 51.4% 17.4% 18.4% 7.9% 4.5% 26.9% 6.2% 7.7% 44.2% 42.5% 29.9% 26.8% 23.4% 47.5% 51.5% 31.4% 59.6% 9.6% 15.6% 15.3% 16.1% 14.2% 19.8% 28.2% 15.7%

184 441 657 185 1408 705 29 29 24 15 16 40 40 1387 431 54 1159 1226 63 829 576 698 595 370 452 269 206 884 954 935

1.3% 3.2% 4.8% 1.3% 10.2% 5.1% 0.2% 0.2% 0.2% 0.1% 0.1% 0.3% 0.3% 10.0% 3.1% 0.4% 8.4% 8.9% 0.5% 6.0% 4.2% 5.1% 4.3% 2.7% 3.3% 1.9% 1.5% 6.4% 6.9% 6.8%

1.2% 3.4% 4.5% 1.4% 10.5% 5.3% 0.1% 0.2% 0.1% 0.1% 0.1% 0.2% 0.2% 9.3% 2.6% 0.4% 7.4% 8.0% 0.4% 5.5% 4.1% 4.3% 4.3% 2.4% 3.0% 2.0% 1.7% 6.8% 7.3% 7.2%

5 年

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

(1) (2) (3) (2) (3) (4) (2) (3) (1) (2) (3) (4) (1) (2) (1) (3) (4) (5)

① ② ① ② ① ② ③ ③ ④

国土 国土 国土 国土 国土 国土 2 3 農業 農業 農業 2 農業 農業 3 水産 水産 水産 1 3 1 工業 工業 工業 工業 運輸・貿易 2

13773 13773 13773 13773 13773 13773 13773 13773 13773 13772 13772 13772 13772 13772 13771 13772 13772 13771 13772 13772 13771 13771 13771 13771 13771 13771

4938 4938 4938 4938 4938 4938 4938 4938 4938 4937 4937 4938 4938 4938 4938 4938 4938 4937 4938 4938 4937 4937 4937 4937 4937 4937

9380 7720 2908 5237 11062 7334 6315 7469 9356 12286 9794 9453 8682 10745 9071 8369 10907 7319 9079 9954 6840 10266 9694 10648 3229 6793

68.1% 56.1% 21.1% 38.0% 80.3% 53.2% 45.9% 54.2% 67.9% 89.2% 71.1% 68.6% 63.0% 78.0% 65.9% 60.8% 79.2% 53.1% 65.9% 72.3% 49.7% 74.5% 70.4% 77.3% 23.4% 49.3%

70.4% 54.4% 20.9% 39.9% 80.4% 53.3% 48.8% 56.6% 68.5% 87.7% 70.9% 70.1% 63.5% 79.8% 67.8% 61.0% 78.8% 51.8% 67.6% 72.6% 52.9% 72.9% 68.0% 77.2% 21.8% 50.2%

2.3% -1.7% -0.2% 1.9% 0.1% 0.1% 3.0% 2.4% 0.6% -1.5% -0.2% 1.5% 0.5% 1.8% 2.0% 0.2% -0.4% -1.4% 1.7% 0.3% 3.2% -1.6% -2.4% -0.1% -1.6% 0.9%

県 市 差 県 市 差

国土の様子 52.8% 53.2% 0.4% 思・表１ 62.7% 62.2% -0.5%

農業 73.9% 74.1% 0.2% 思・表２ 54.6% 56.4% 1.8%

水産業 70.0% 69.9% -0.1% 思・表３ 62.0% 64.0% 2.0%

工業 68.0% 67.7% -0.2%

運輸・貿易 23.4% 21.8% -1.6%

4052 5646 10330 8055 2405 6335 6747 6110 4325 1407 3904 3687 4538 2948 4475 4754 2718 5244 4571 3386 6480 2869 3462 2099 8856 6006

29.4% 41.0% 75.0% 58.5% 17.5% 46.0% 49.0% 44.4% 31.4% 10.2% 28.3% 26.8% 33.0% 21.4% 32.5% 34.5% 19.7% 38.1% 33.2% 24.6% 47.1% 20.8% 25.1% 15.2% 64.3% 43.6%

27.0% 42.5% 75.4% 56.8% 17.2% 45.8% 46.2% 42.1% 30.8% 11.6% 28.5% 25.4% 32.7% 19.5% 30.8% 34.3% 20.1% 39.7% 31.5% 24.7% 43.9% 22.5% 27.5% 15.4% 65.7% 42.4%

341 407 535 481 306 104 711 194 92 79 74 632 552 79 225 649 147 1208 122 432 451 636 615 1024 1686 972

2.5% 3.0% 3.9% 3.5% 2.2% 0.8% 5.2% 1.4% 0.7% 0.6% 0.5% 4.6% 4.0% 0.6% 1.6% 4.7% 1.1% 8.8% 0.9% 3.1% 3.3% 4.6% 4.5% 7.4% 12.2% 7.1%

2.6% 3.1% 3.7% 3.3% 2.4% 0.9% 5.0% 1.2% 0.7% 0.7% 0.6% 4.5% 3.7% 0.6% 1.4% 4.7% 1.1% 8.5% 0.9% 2.7% 3.2% 4.6% 4.5% 7.4% 12.4% 7.4%

5 年

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

[５] [６] [７]

(1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (1) (2) (1) (2) 記号 式 (1) (2) (3) (2) (2) ① ②

① ② 　 形 式

数と計算 数と計算 数と計算 数と計算 数と計算 数と計算 数と計算 数と計算 数と計算 図形 図形 量と測定 量と測定 量と測定 数と計算 数と計算 数量関係 数量関係 数量関係 2 2 2 1 1 1 3 3

13765 13762 13763 13762 13766 13763 13763 13763 13763 13766 13763 13762 13763 13763 13764 13763 13766 13766 13766 13763 13763 13763 13766 13763 13766 13761 13762

4949 4948 4949 4949 4949 4949 4949 4949 4949 4949 4949 4949 4949 4949 4949 4949 4949 4949 4949 4949 4949 4949 4949 4949 4949 4948 4948

10945 9874 8090 11926 11918 8515 9153 9207 6439 9555 9650 9003 8862 8104 10816 8796 9882 12273 11688 9512 10343 4733 8000 8882 1819 6064 4352

79.5% 71.7% 58.8% 86.7% 86.6% 61.9% 66.5% 66.9% 46.8% 69.4% 70.1% 65.4% 64.4% 58.9% 78.6% 63.9% 71.8% 89.2% 84.9% 69.1% 75.2% 34.4% 58.1% 64.5% 13.2% 44.1% 31.6%

78.0% 71.5% 58.7% 86.5% 86.4% 61.9% 66.3% 69.1% 44.5% 69.8% 72.0% 65.1% 64.6% 61.0% 79.9% 65.3% 73.6% 89.3% 85.8% 73.0% 77.3% 34.0% 62.2% 67.3% 13.2% 42.7% 31.2%

-1.6% -0.2% 0.0% -0.2% -0.2% 0.0% -0.2% 2.2% -2.3% 0.4% 1.9% -0.3% 0.2% 2.1% 1.3% 1.4% 1.8% 0.1% 0.9% 3.9% 2.2% -0.4% 4.1% 2.7% 0.0% -1.4% -0.4%

県 市 差 県 市 差

数と式 69.8% 69.8% 0.0% 思・表１ 45.3% 47.5% 2.3%

量と測定 62.9% 63.6% 0.7% 思・表２ 59.6% 61.4% 1.9%

図形 69.8% 70.9% 1.2% 思・表３ 37.8% 36.9% -0.9%

数量関係 81.9% 82.9% 0.9%

2792 3777 5417 1615 1721 5198 4175 4085 6614 4162 4046 4517 4540 5336 2795 4769 3433 1362 1970 4106 3270 7449 5154 4075 11388 6528 7650

20.3% 27.4% 39.4% 11.7% 12.5% 37.8% 30.3% 29.7% 48.1% 30.2% 29.4% 32.8% 33.0% 38.8% 20.3% 34.7% 24.9% 9.9% 14.3% 29.8% 23.8% 54.1% 37.4% 29.6% 82.7% 47.4% 55.6%

21.7% 27.6% 39.4% 11.7% 12.4% 37.8% 30.2% 27.7% 49.9% 29.7% 27.4% 32.9% 32.6% 36.8% 19.0% 33.1% 23.2% 9.6% 13.3% 26.1% 21.7% 55.8% 33.4% 27.0% 82.9% 48.8% 56.1%

28 111 256 221 127 50 435 471 710 49 67 242 361 323 153 198 451 131 108 145 150 1581 612 806 559 1169 1760

0.2% 0.8% 1.9% 1.6% 0.9% 0.4% 3.2% 3.4% 5.2% 0.4% 0.5% 1.8% 2.6% 2.3% 1.1% 1.4% 3.3% 1.0% 0.8% 1.1% 1.1% 11.5% 4.4% 5.9% 4.1% 8.5% 12.8%

0.3% 0.8% 1.9% 1.9% 1.2% 0.3% 3.5% 3.3% 5.6% 0.4% 0.6% 2.0% 2.8% 2.2% 1.1% 1.6% 3.2% 1.2% 0.9% 1.0% 0.9% 10.2% 4.4% 5.7% 3.9% 8.5% 12.7%

[５]

【10】 [11] 【12】

(1) (1)

[１] [２] [６]

四 二 一 四

[２] [３] [４] [５] [６]

(1) (4) (2)

[１] [９]

１　正答（準正答）数

２　誤答数

３　無答数

１　正答（準正答）数

２　誤答数

３　無答数

１　正答（準正答）数

県無答率

市通過率

２　誤答数

３　無答数

市誤答率

思考・表現

[４]

市通過率－県

市無答率

県通過率

誤答数合計

県誤答率

基礎・基本

基礎・基本

基(　)・思考

県受験者数

市受験者数

[２] [３]

思考・表現

県無答率

基(　)・思考

基(　)・思考

市通過率

市誤答率

市無答率

無答数合数

一

無答数合数

一 三

市受験者数

中問番号

小問番号

市通過率－県

[３]

県正答数合計

県通過率

二 三

県受験者数

[４]

小学校 国語

大問番号

正答数合計

小問番号

中問番号

中問番号 (1)

小学校

市通過率－県

県誤答率

正答数合計

算数

県通過率

誤答数合計

県受験者数

大問番号

無答数合数

市受験者数

基礎・基本

大問番号

[８]

思考・表現

県無答率

市通過率

市誤答率

誤答数合計

県誤答率

[１]

市無答率

小問番号

小学校 社会

19



5 年

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

　

(1) (2) (3) (4) (1) (2) (3) (1) (2) (1) (2) (1) (2) (1) ① ② (1) (2) (1) (2) (3) (1) (2) (1) (2) (3)

生命・地球 生命・地球 1 1 生命・地球 生命・地球 生命・地球 生命・地球 2 生命・地球 生命・地球 生命・地球 1 生命・地球 1 1 生命・地球 2 物質・エネ 物質・エネ 物質・エネ 物質・エネ 3 物質・エネ 物質・エネ 2

13829 13829 13829 13829 13829 13833 13833 13833 13822 13829 13829 13829 13830 13809 13831 13831 13831 13831 13831 13831 13831 13709 13709 13829 13827 13825

4970 4970 4970 4970 4969 4970 4970 4970 4964 4970 4970 4970 4970 4970 4970 4970 4970 4970 4970 4970 4970 4849 4849 4970 4970 4969

13257 10468 9971 8351 7830 9148 11187 12430 11084 13150 10260 11462 8123 6011 8200 12921 12016 12356 11136 8795 10950 7681 9498 9619 8275 3811

95.9% 75.7% 72.1% 60.4% 56.6% 66.1% 80.9% 89.9% 80.2% 95.1% 74.2% 82.9% 58.7% 43.5% 59.3% 93.4% 86.9% 89.3% 80.5% 63.6% 79.2% 56.0% 69.3% 69.6% 59.8% 27.6%

96.9% 78.0% 73.3% 62.1% 56.6% 69.3% 83.4% 88.4% 80.9% 95.7% 75.6% 84.2% 61.3% 46.3% 60.6% 93.9% 87.7% 91.1% 81.2% 65.6% 79.7% 54.0% 71.1% 70.1% 61.2% 27.1%

1.0% 2.3% 1.2% 1.7% 0.0% 3.2% 2.5% -1.4% 0.7% 0.6% 1.4% 1.3% 2.6% 2.7% 1.4% 0.5% 0.8% 1.7% 0.7% 2.0% 0.5% -2.0% 1.8% 0.6% 1.3% -0.5%

県 市 差 県 市 差

物質・エネ 68.1% 68.7% 0.6% 思・表１ 68.8% 70.3% 1.5%

生命地球 77.1% 78.4% 1.3% 思・表２ 65.7% 66.4% 0.7%

思・表３ 69.3% 71.1% 1.8%

466 3065 3663 5046 5979 4663 2608 1378 2479 573 3521 2331 5426 6651 5579 858 1688 1426 2658 5011 2794 5936 4117 3908 5494 9285

3.4% 22.2% 26.5% 36.5% 43.2% 33.7% 18.9% 10.0% 17.9% 4.1% 25.5% 16.9% 39.2% 48.2% 40.3% 6.2% 12.2% 10.3% 19.2% 36.2% 20.2% 43.3% 30.0% 28.3% 39.7% 67.2%

2.5% 20.1% 25.5% 34.8% 43.2% 30.5% 16.3% 11.3% 17.5% 3.7% 24.1% 15.6% 36.6% 45.0% 39.0% 5.7% 11.5% 8.6% 18.5% 34.3% 19.6% 45.2% 28.2% 27.7% 38.5% 67.2%

106 296 195 432 20 22 38 25 259 106 48 36 281 1147 52 52 127 49 37 25 87 92 94 302 58 729

0.8% 2.1% 1.4% 3.1% 0.1% 0.2% 0.3% 0.2% 1.9% 0.8% 0.3% 0.3% 2.0% 8.3% 0.4% 0.4% 0.9% 0.4% 0.3% 0.2% 0.6% 0.7% 0.7% 2.2% 0.4% 5.3%

0.7% 2.0% 1.2% 3.0% 0.1% 0.2% 0.3% 0.2% 1.6% 0.6% 0.3% 0.2% 2.1% 8.8% 0.4% 0.4% 0.8% 0.4% 0.3% 0.2% 0.7% 0.8% 0.7% 2.2% 0.3% 5.7%

1 年

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

一 二 三 四 五 一 二 三 二 三 四 五 一 二 一 二 三 一 二

1 2 3 1 2 観点① 観点② 観点③

読む 読む 読む 読む 読む 読む 読む 読む 伝国 伝国 伝国 伝国 伝国 伝国 伝国 2 2 3 3 話す聞く 1 1 2 1 3 3 3

13327 13327 13327 13327 13327 13327 13327 13327 13326 13326 13326 13326 13326 13326 13326 13327 13326 13327 13327 13325 13326 13327 13327 13327 13327 13327 13327

4819 4819 4819 4819 4819 4819 4819 4819 4818 4818 4818 4818 4818 4818 4818 4818 4817 4818 4818 4817 4817 4818 4818 4818 4818 4818 4818

11285 9458 10544 9880 5909 10967 9700 5985 12152 7332 9517 9655 10069 11243 12177 5955 10643 6629 8718 11054 9382 6611 4612 9541 9558 7454 7758

84.7% 71.0% 79.1% 74.1% 44.3% 82.3% 72.8% 44.9% 91.2% 55.0% 71.4% 72.5% 75.6% 84.4% 91.4% 44.7% 79.9% 49.7% 65.4% 83.0% 70.4% 49.6% 34.6% 71.6% 71.7% 55.9% 58.2%

85.8% 72.9% 81.0% 76.5% 44.3% 83.7% 74.1% 46.5% 93.5% 54.4% 72.5% 73.2% 74.7% 87.4% 92.7% 44.2% 81.5% 50.4% 66.6% 84.4% 72.7% 52.2% 34.9% 72.7% 74.6% 55.0% 61.5%

1.2% 1.9% 1.9% 2.4% 0.0% 1.4% 1.4% 1.6% 2.3% -0.6% 1.1% 0.8% -0.8% 3.1% 1.3% -0.5% 1.6% 0.7% 1.2% 1.4% 2.3% 2.6% 0.3% 1.1% 2.9% -0.9% 3.3%

県 市 差 県 市 差

話す聞く 83.0% 84.4% 1.4% 思・表１ 63.9% 65.9% 2.0%

書く 思・表２ 53.1% 53.5% 0.5%

読む 69.2% 70.6% 1.5% 思・表３ 60.2% 61.6% 1.4%

伝国 77.3% 78.4% 1.0%

2029 3841 2756 3413 7372 2338 3575 7240 935 4224 3268 3642 3190 2043 1038 6795 2451 5938 3426 2177 3834 6083 6802 2889 1850 3923 3608

15.2% 28.8% 20.7% 25.6% 55.3% 17.5% 26.8% 54.3% 7.0% 31.7% 24.5% 27.3% 23.9% 15.3% 7.8% 51.0% 18.4% 44.6% 25.7% 16.3% 28.8% 45.6% 51.0% 21.7% 13.9% 29.4% 27.1%

14.1% 27.0% 18.9% 23.3% 55.5% 16.3% 25.6% 53.1% 5.4% 32.6% 24.1% 26.7% 24.9% 12.3% 6.7% 52.3% 16.8% 45.1% 26.0% 15.2% 26.7% 43.6% 52.4% 21.3% 13.0% 32.4% 25.8%

13 28 27 34 46 22 52 102 239 1770 541 29 67 40 111 577 232 760 1183 94 110 633 1913 897 1919 1950 1961

0.1% 0.2% 0.2% 0.3% 0.3% 0.2% 0.4% 0.8% 1.8% 13.3% 4.1% 0.2% 0.5% 0.3% 0.8% 4.3% 1.7% 5.7% 8.9% 0.7% 0.8% 4.7% 14.4% 6.7% 14.4% 14.6% 14.7%

0.0% 0.1% 0.0% 0.1% 0.2% 0.1% 0.3% 0.5% 1.1% 13.0% 3.3% 0.1% 0.3% 0.2% 0.6% 3.5% 1.7% 4.5% 7.3% 0.5% 0.6% 4.2% 12.7% 6.0% 12.4% 12.6% 12.7%

1 年

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

(1) (2) (3) (4) (1) (2) (3) (4) (1) (2) (3) (4) (5) (6) (1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3)

世界構成 世界構成 世界構成 1 世界環境 世界環境 2 世界環境 世界諸地域 1 世界諸地域 世界構成 3 世界諸地域 古代日本 1 古代日本 古代日本 3 古代日本 古代日本 2 古代日本 3 歴史 歴史 歴史

13234 13236 13235 13235 13235 13235 13234 13235 13190 13086 13086 13235 13235 13235 13235 13235 13235 13234 13235 13234 13234 13234 13171 13234 13234 13234 13233

4736 4738 4737 4737 4737 4737 4736 4737 4737 4737 4737 4737 4737 4737 4737 4737 4737 4737 4737 4737 4737 4737 4737 4737 4737 4737 4737

12202 9467 10670 4536 6791 6550 3921 9239 8357 4152 11258 11472 8214 8172 6382 6095 3794 6293 4083 9951 5719 3404 9101 8168 9073 7142 11197

92.2% 71.5% 80.6% 34.3% 51.3% 49.5% 29.6% 69.8% 63.4% 31.7% 86.0% 86.7% 62.1% 61.7% 48.2% 46.1% 28.7% 47.6% 30.9% 75.2% 43.2% 25.7% 69.1% 61.7% 68.6% 54.0% 84.6%

93.6% 74.5% 84.0% 38.2% 52.6% 55.1% 34.0% 73.0% 65.3% 34.5% 89.6% 87.8% 65.5% 64.2% 47.6% 44.9% 31.6% 51.9% 37.0% 78.8% 44.1% 25.6% 72.0% 63.6% 71.8% 56.4% 87.4%

1.4% 3.0% 3.4% 4.0% 1.3% 5.6% 4.4% 3.2% 2.0% 2.8% 3.5% 1.1% 3.4% 2.5% -0.6% -1.2% 2.9% 4.3% 6.1% 3.7% 0.9% -0.2% 2.9% 1.9% 3.2% 2.4% 2.7%

県 市 差 県 市 差

世界構成 82.8% 85.0% 2.2% 思・表１ 37.4% 39.2% 1.8%

世界環境 56.9% 60.2% 3.3% 思・表２ 27.7% 29.8% 2.1%

世界諸地域 70.3% 73.0% 2.7% 思・表３ 51.5% 55.4% 3.8%

歴史 69.0% 71.8% 2.8%

古代 52.0% 54.3% 2.4%

902 3744 2408 6775 6351 6592 7562 3885 4784 7294 1245 1705 4912 4362 6784 5911 6662 4348 9014 2326 7354 7684 3944 4871 4021 4311 1923

6.8% 28.3% 18.2% 51.2% 48.0% 49.8% 57.1% 29.4% 36.3% 55.7% 9.5% 12.9% 37.1% 33.0% 51.3% 44.7% 50.3% 32.9% 68.1% 17.6% 55.6% 58.1% 29.9% 36.8% 30.4% 32.6% 14.5%

5.8% 25.3% 15.0% 49.9% 46.7% 44.3% 54.4% 26.2% 34.3% 54.3% 6.9% 11.9% 34.0% 31.7% 51.9% 47.4% 47.1% 29.8% 62.4% 14.5% 54.7% 59.3% 27.1% 35.1% 27.3% 30.6% 12.0%

130 25 157 1924 93 93 1751 111 49 1640 583 58 109 701 69 1229 2779 2593 138 957 161 2146 126 195 140 1781 113

1.0% 0.2% 1.2% 14.5% 0.7% 0.7% 13.2% 0.8% 0.4% 12.5% 4.5% 0.4% 0.8% 5.3% 0.5% 9.3% 21.0% 19.6% 1.0% 7.2% 1.2% 16.2% 1.0% 1.5% 1.1% 13.5% 0.9%

0.7% 0.2% 0.9% 11.8% 0.7% 0.7% 11.6% 0.8% 0.4% 11.1% 3.5% 0.4% 0.5% 4.1% 0.5% 7.7% 21.3% 18.4% 0.7% 6.6% 1.2% 15.1% 0.9% 1.3% 0.9% 13.0% 0.7%

基礎・基本

基礎・基本

[２]

[２]

[10]

[１]

思考・表現

思考・表現

[３]

三 三

[５]

[１] [２] [３] [４] [５] [６] [７] [８]

思考・表現

(2)

[６][４]

[４] [５] [６]

[９]

２　誤答数

３　無答数

小問番号

正答数合計

県通過率

基礎・基本

誤答数合計

基(　)・思考

中学校

県通過率

中問番号

無答数合数

県無答率

１　正答（準正答）数

大問番号

市通過率

１　正答（準正答）数

２　誤答数

中問番号

大問番号

基(　)・思考

市受験者数

小学校

市受験者数

国語

大問番号

中学校 社会

市誤答率

市通過率－県

[１]

正答数合計

市受験者数

基(　)・思考

県受験者数

県通過率

中問番号

小問番号

市無答率

一

[３]

無答数合数

小問番号

市通過率－県

県受験者数

正答数合計

市通過率

県無答率

県受験者数

３　無答数

１　正答（準正答）数

理科

市誤答率

市無答率

市通過率

誤答数合計

県誤答率

県誤答率

市通過率－県

誤答数合計

市誤答率

市無答率

２　誤答数

３　無答数

県誤答率

無答数合数

県無答率
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1 年

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

2 1 2 3 4 5 1 2 3 1 2 1 2 1 2 3 2

(1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (1) (2) (1) (2) (1) (2)

数と式 数と式 数と式 数と式 数と式 数と式 数と式 数と式 数と式 数と式 数と式 数と式 数と式 図形 図形 図形 図形 図形 関数 資料の活用 資料の活用 1 3 2 1 1 3 1 3 1

13213 13213 13213 13213 13213 13213 13213 13213 13213 13213 13213 13213 13213 13213 13213 13213 13145 12946 13212 13212 13212 13213 13213 13213 13212 13197 13196 13212 13212 13212

4739 4739 4739 4739 4739 4739 4739 4739 4739 4739 4739 4739 4739 4739 4739 4739 4739 4739 4739 4739 4739 4739 4739 4739 4739 4739 4739 4739 4739 4739

11368 10370 10586 10223 7212 5122 12453 11431 11093 10230 7918 11915 6240 11708 8273 11138 7557 8062 8518 6348 8849 11481 8800 6505 11374 7717 1026 5779 2106 1949

86.0% 78.5% 80.1% 77.4% 54.6% 38.8% 94.2% 86.5% 84.0% 77.4% 59.9% 90.2% 47.2% 88.6% 62.6% 84.3% 57.5% 62.3% 64.5% 48.0% 67.0% 86.9% 66.6% 49.2% 86.1% 58.5% 7.8% 43.7% 15.9% 14.8%

86.5% 80.1% 81.5% 77.8% 55.2% 43.1% 95.1% 87.5% 85.1% 81.0% 60.3% 90.4% 50.1% 90.7% 63.5% 85.8% 56.4% 63.6% 64.2% 51.2% 68.9% 88.0% 68.6% 50.3% 86.8% 59.5% 8.8% 45.7% 15.0% 15.8%

0.4% 1.6% 1.4% 0.4% 0.6% 4.3% 0.9% 1.0% 1.2% 3.6% 0.3% 0.3% 2.8% 2.1% 0.9% 1.5% -1.1% 1.4% -0.3% 3.1% 1.9% 1.1% 2.0% 1.0% 0.7% 1.1% 1.1% 2.0% -1.0% 1.0%

県 市 差 県 市 差

数と式 73.4% 74.9% 1.5% 思・表１ 58.0% 59.2% 1.2%

図形 71.1% 72.0% 0.9% 思・表２ 49.2% 50.3% 1.0%

関数 64.5% 64.2% -0.3% 思・表３ 30.1% 30.8% 0.7%

資料の活用 57.5% 60.0% 2.5%

1801 2790 2508 2232 5486 8021 705 1616 1658 2402 5103 914 6218 1433 4831 1774 5457 4773 4612 5582 3989 1619 4191 5914 1661 5229 7603 4727 6346 7588

13.6% 21.1% 19.0% 16.9% 41.5% 60.7% 5.3% 12.2% 12.5% 18.2% 38.6% 6.9% 47.1% 10.8% 36.6% 13.4% 41.5% 36.9% 34.9% 42.2% 30.2% 12.3% 31.7% 44.8% 12.6% 39.6% 57.6% 35.8% 48.0% 57.4%

13.3% 19.6% 17.8% 16.4% 41.1% 56.3% 4.4% 11.2% 11.7% 15.6% 38.3% 6.8% 45.2% 8.7% 35.7% 12.3% 42.7% 35.5% 35.2% 39.3% 28.4% 11.1% 29.6% 44.0% 11.8% 38.5% 57.9% 34.5% 50.2% 58.0%

44 53 119 758 515 70 55 166 462 581 192 384 755 72 109 301 131 111 82 1282 374 113 222 794 177 251 4567 2706 4760 3675

0.3% 0.4% 0.9% 5.7% 3.9% 0.5% 0.4% 1.3% 3.5% 4.4% 1.5% 2.9% 5.7% 0.5% 0.8% 2.3% 1.0% 0.9% 0.6% 9.7% 2.8% 0.9% 1.7% 6.0% 1.3% 1.9% 34.6% 20.5% 36.0% 27.8%

0.2% 0.3% 0.7% 5.8% 3.7% 0.5% 0.4% 1.3% 3.1% 3.4% 1.4% 2.7% 4.7% 0.6% 0.8% 1.9% 0.9% 0.9% 0.6% 9.6% 2.6% 0.9% 1.8% 5.8% 1.5% 1.9% 33.2% 19.8% 34.9% 26.3%

1 年

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

Ⅱ

(1) (2) (3) (1) (2) (3) (1) (2) (3) (1) (2) (3) 　 (1) (2) (3) (1) (2) (3) (1) (2) (3) (1) (2) (3) (1) (2) (3)

1 生物 1 生物 生物 生物 生物 生物 1 化学 1 3 化学 化学 化学 3 化学 化学 1 物理 物理 2 物理 1 3 地学 地学 地学

13377 13377 13377 13376 13377 13377 13377 13377 13376 13376 13376 13376 13375 13375 13375 13375 13375 13375 13375 12039 11720 11722 13063 13063 13063 13237 13237 13237

4835 4835 4835 4834 4835 4835 4835 4835 4835 4835 4835 4835 4835 4835 4835 4835 4835 4835 4835 4009 4007 4007 4592 4592 4592 4835 4835 4835

10746 6319 7648 10751 7389 5627 4868 10923 9068 7396 3688 4050 5096 10644 6980 10136 10459 1915 3924 5807 6422 3755 8019 5314 2693 7482 6609 6594

80.3% 47.2% 57.2% 80.4% 55.2% 42.1% 36.4% 81.7% 67.8% 55.3% 27.6% 30.3% 38.1% 79.6% 52.2% 75.8% 78.2% 14.3% 29.3% 48.2% 54.8% 32.0% 61.4% 40.7% 20.6% 56.5% 49.9% 49.8%

79.3% 49.8% 59.3% 82.9% 57.6% 44.7% 38.2% 82.5% 71.5% 58.7% 30.2% 30.7% 38.7% 81.1% 54.2% 75.5% 79.9% 14.3% 30.6% 50.2% 55.7% 33.9% 60.1% 40.4% 21.0% 57.2% 55.8% 50.4%

-1.0% 2.6% 2.1% 2.5% 2.3% 2.7% 1.8% 0.9% 3.7% 3.4% 2.6% 0.4% 0.6% 1.5% 2.0% -0.3% 1.7% 0.0% 1.2% 2.0% 0.9% 1.9% -1.3% -0.3% 0.4% 0.6% 5.9% 0.6%

県 市 差 県 市 差

物理 55.0% 55.5% 0.6% 思・表１ 50.5% 52.0% 1.4%

化学 52.9% 54.5% 1.5% 思・表２ 32.0% 33.9% 1.9%

生物 57.2% 59.3% 2.1% 思・表３ 42.4% 42.8% 0.4%

地学 52.1% 54.5% 2.4%

2612 7025 4963 2175 5932 7693 8463 2334 3476 5926 8529 9155 7875 2648 5753 3052 2825 10942 8949 5047 4679 7727 4239 7016 8887 5536 5788 5793

19.5% 52.5% 37.1% 16.3% 44.3% 57.5% 63.3% 17.4% 26.0% 44.3% 63.8% 68.4% 58.9% 19.8% 43.0% 22.8% 21.1% 81.8% 66.9% 41.9% 39.9% 65.9% 32.5% 53.7% 68.0% 41.8% 43.7% 43.8%

20.5% 49.8% 35.7% 14.3% 41.9% 54.7% 61.3% 16.6% 23.1% 40.8% 61.3% 67.9% 58.3% 18.3% 41.1% 23.1% 19.4% 82.4% 65.5% 40.1% 39.4% 63.8% 32.8% 53.7% 66.8% 40.8% 38.2% 42.9%

19 33 766 450 56 57 46 120 832 54 1159 171 404 83 642 187 91 518 502 1185 619 240 805 733 1483 219 840 850

0.1% 0.2% 5.7% 3.4% 0.4% 0.4% 0.3% 0.9% 6.2% 0.4% 8.7% 1.3% 3.0% 0.6% 4.8% 1.4% 0.7% 3.9% 3.8% 9.8% 5.3% 2.0% 6.2% 5.6% 11.4% 1.7% 6.3% 6.4%

0.2% 0.3% 5.0% 2.8% 0.5% 0.6% 0.5% 0.9% 5.4% 0.6% 8.6% 1.5% 3.0% 0.6% 4.7% 1.3% 0.7% 3.3% 4.0% 9.7% 4.9% 2.3% 7.1% 5.9% 12.2% 2.1% 6.0% 6.7%

1 年

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33

[３]

(1) (2) (3) (1) (2) (3) (4) (1) (2) (1) (2) (3) (1) (2) (3) (1) (2) (1) (2) (1) (2) (3) (4) (1)

伝達 正確 伝達 正確 伝達 正確 伝達 正確

聞く 聞く 聞く 聞く/話す 聞く/話す 聞く/話す 聞く/話す 1 1 1 読む 読む 読む 読む 読む 読む 2 2 2 2 書く 書く 書く 書く 話す/書く 3 3 3 3 3 3 3 3

13252 13251 13251 13251 13251 13186 13250 13251 13251 13251 13251 13251 13251 13251 13251 13251 13251 13251 13251 13251 13251 13251 13186 13251 13251 13251 13250 13196 13189 13196 13187 13196 13185

4756 4755 4755 4755 4755 4755 4755 4755 4755 4755 4755 4755 4755 4755 4755 4755 4755 4755 4755 4755 4755 4755 4755 4755 4755 4755 4755 4755 4755 4755 4755 4755 4755

13050 12653 12056 11219 10698 7119 10368 12545 6985 7688 8828 7966 9995 11450 9462 7603 10578 10948 4622 8697 11807 724 10896 9775 4213 7490 6693 11221 10481 10371 9369 8919 7571

98.5% 95.5% 91.0% 84.7% 80.7% 54.0% 78.2% 94.7% 52.7% 58.0% 66.6% 60.1% 75.4% 86.4% 71.4% 57.4% 79.8% 82.6% 34.9% 65.6% 89.1% 5.5% 82.6% 73.8% 31.8% 56.5% 50.5% 85.0% 79.5% 78.6% 71.0% 67.6% 57.4%

98.4% 96.1% 92.4% 86.0% 80.1% 63.4% 80.8% 94.9% 57.5% 66.9% 70.7% 64.2% 78.0% 87.8% 76.7% 63.4% 77.6% 85.1% 39.8% 69.9% 91.4% 3.9% 87.3% 75.2% 35.7% 68.7% 62.7% 84.1% 78.9% 78.4% 71.7% 69.5% 59.9%

-0.1% 0.6% 1.4% 1.3% -0.6% 9.5% 2.6% 0.3% 4.7% 8.8% 4.0% 4.1% 2.6% 1.4% 5.3% 6.0% -2.2% 2.5% 4.9% 4.3% 2.3% -1.6% 4.7% 1.4% 3.9% 12.2% 12.2% -1.0% -0.5% -0.2% 0.7% 1.9% 2.5%

県 市 差 県 市 差

聞くこと 83.2% 85.3% 2.1% 思・表１ 68.5% 73.1% 4.6%

話すこと 65.9% 69.2% 3.3% 思・表２ 65.7% 68.1% 2.4%

読むこと 69.6% 73.5% 3.9% 思・表３ 68.3% 71.7% 3.5%

書くこと 56.5% 58.7% 2.2%

192 587 1184 2008 2528 6038 2849 697 6250 5542 4402 5238 3206 1781 3766 5597 2645 2262 8567 4489 1400 12477 2240 3413 8216 4378 5169 1109 1844 1812 2805 3122 4453

1.4% 4.4% 8.9% 15.2% 19.1% 45.8% 21.5% 5.3% 47.2% 41.8% 33.2% 39.5% 24.2% 13.4% 28.4% 42.2% 20.0% 17.1% 64.7% 33.9% 10.6% 94.2% 17.0% 25.8% 62.0% 33.0% 39.0% 8.4% 14.0% 13.7% 21.3% 23.7% 33.8%

1.6% 3.9% 7.6% 14.0% 19.8% 36.4% 19.0% 5.0% 42.5% 33.1% 29.3% 35.5% 21.6% 12.1% 23.2% 36.3% 22.2% 14.6% 59.8% 29.7% 8.4% 95.9% 12.5% 24.5% 59.9% 24.0% 30.0% 10.1% 15.2% 14.9% 21.5% 22.9% 32.6%

10 11 11 24 25 29 33 9 16 21 21 47 50 20 23 51 28 41 62 65 44 50 50 63 822 1383 1388 866 864 1013 1013 1155 1161

0.1% 0.1% 0.1% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.1% 0.1% 0.2% 0.2% 0.4% 0.4% 0.2% 0.2% 0.4% 0.2% 0.3% 0.5% 0.5% 0.3% 0.4% 0.4% 0.5% 6.2% 10.4% 10.5% 6.6% 6.6% 7.7% 7.7% 8.8% 8.8%

0.0% 0.0% 0.0% 0.1% 0.0% 0.1% 0.2% 0.0% 0.0% 0.1% 0.0% 0.3% 0.3% 0.1% 0.2% 0.3% 0.2% 0.3% 0.4% 0.4% 0.2% 0.2% 0.2% 0.3% 4.5% 7.3% 7.3% 5.8% 5.8% 6.7% 6.7% 7.5% 7.5%

[１]

英語

[11]

(2) (1)

[４][２]

[１]

思考・表現

思考・表現

[２] [３] [４] [５]

Ⅰ

[２][１] [３] [５] [６]

2 1

[10][６] [７]

小問番号

[８] [９]

基礎・基本

基礎・基本

２　誤答数

３　無答数

１　正答（準正答）数

誤答数合計

県誤答率

無答数合数

県無答率

中問番号

[６]

基礎・基本

[７] [８]

Ⅰ Ⅱ

市無答率

大問番号

13

県受験者数

[４] [７]

(2) (3)

中問番号 1

[５]

市通過率－県

思考・表現

市受験者数

正答数合計

県通過率

小問番号

中学校

中学校 理科

市誤答率

[８]

正答数合計

誤答数合計

大問番号

数学

市通過率－県

県受験者数

市受験者数

無答数合数

県無答率

２　誤答数

３　無答数

市誤答率

基(　)・思考

小問番号

県受験者数

無答数合数

誤答数合計

県誤答率

１　正答（準正答）数

正答数合計

大問番号

基(　)・思考

市通過率

市誤答率

市無答率

市通過率

市通過率－県

市無答率

県通過率

中問番号

県誤答率

県無答率

２　誤答数

３　無答数

基(　)・思考

市受験者数

市通過率

１　正答（準正答）数

県通過率

中学校

21



2 年

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

一 二 三 三 二 三 四 一 二 三 一 二 三 一

Ⅰ Ⅱ ア イ 1 2 3 観点① 観点② 観点③

読む 読む 読む 読む 読む 読む 読む 読む 読む 読む 伝国 伝国 伝国 伝国 伝国 伝国 書く 2 1 話す聞く 2 2 2 3 3 3

13081 13081 13081 13081 13080 13081 13081 13081 13081 13080 13080 13080 13081 13081 12959 13026 13081 13081 13047 13047 13048 13047 13048 13048 13048 13048

4763 4763 4763 4763 4762 4763 4763 4763 4763 4763 4762 4763 4763 4763 4763 4763 4763 4763 4762 4762 4763 4763 4763 4763 4763 4763

9889 10213 6641 9343 11386 7774 7182 11171 8071 5106 8502 8116 8758 11392 8125 6766 6822 7922 6097 8969 8858 8248 6571 5561 5351 6695

75.6% 78.1% 50.8% 71.4% 87.0% 59.4% 54.9% 85.4% 61.7% 39.0% 65.0% 62.0% 67.0% 87.1% 62.7% 51.9% 52.2% 60.6% 46.7% 68.7% 67.9% 63.2% 50.4% 42.6% 41.0% 51.3%

76.6% 80.6% 52.1% 74.4% 87.9% 62.6% 59.0% 86.6% 63.8% 41.9% 68.9% 66.4% 68.1% 87.7% 65.0% 51.8% 54.4% 63.8% 49.3% 73.1% 71.3% 65.0% 53.1% 46.5% 45.0% 55.0%

1.0% 2.5% 1.3% 3.0% 0.9% 3.2% 4.1% 1.2% 2.1% 2.9% 3.9% 4.3% 1.2% 0.6% 2.3% -0.2% 2.2% 3.3% 2.6% 4.4% 3.4% 1.8% 2.7% 3.9% 4.0% 3.7%

県 市 差 県 市 差

話す聞く 68.7% 73.1% 4.4% 思・表１ 46.7% 49.3% 2.6%

書く 52.2% 54.4% 2.2% 思・表２ 60.5% 63.3% 2.8%

読む 66.3% 68.5% 2.2% 思・表３ 45.0% 48.8% 3.8%

伝国 66.0% 68.0% 2.0%

3154 2379 6364 3626 1586 4598 4998 1857 4951 7820 3457 4265 4089 1411 4767 6134 6118 4950 4604 3350 2991 3647 5060 4726 4768 3475

24.1% 18.2% 48.7% 27.7% 12.1% 35.2% 38.2% 14.2% 37.8% 59.8% 26.4% 32.6% 31.3% 10.8% 36.8% 47.1% 46.8% 37.8% 35.3% 25.7% 22.9% 28.0% 38.8% 36.2% 36.5% 26.6%

23.2% 16.0% 47.5% 24.8% 11.4% 32.3% 34.8% 12.9% 35.8% 57.0% 24.3% 29.5% 30.3% 10.6% 34.5% 47.3% 44.7% 34.6% 33.9% 21.8% 19.8% 26.6% 36.7% 33.3% 33.2% 23.7%

38 489 76 112 108 709 901 53 59 154 1121 699 234 278 67 126 141 209 2346 728 1199 1152 1417 2761 2929 2878

0.3% 3.7% 0.6% 0.9% 0.8% 5.4% 6.9% 0.4% 0.5% 1.2% 8.6% 5.3% 1.8% 2.1% 0.5% 1.0% 1.1% 1.6% 18.0% 5.6% 9.2% 8.8% 10.9% 21.2% 22.4% 22.1%

0.2% 3.4% 0.4% 0.8% 0.7% 5.1% 6.2% 0.5% 0.5% 1.1% 6.8% 4.2% 1.6% 1.6% 0.5% 0.9% 0.9% 1.5% 16.7% 5.1% 8.8% 8.5% 10.2% 20.2% 21.8% 21.3%

2 年

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

(1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (1) (2) (3) (4)

日本構成 日本構成 日本構成 日本構成 3 日本特色 日本特色 2 日本特色 2 日本特色 日本諸地域 日本諸地域 1 近世 近世 3 2 近世 近世 近世 近世 1 近世 3 近世 近世

13029 13029 13029 13029 13029 13029 13029 13020 13029 13029 13029 13029 13028 13030 13029 13030 13029 13029 13029 13029 12997 12996 13029 12996 12996 12996 12996

4700 4700 4700 4700 4700 4700 4700 4691 4700 4700 4700 4700 4699 4701 4700 4700 4700 4700 4700 4700 4701 4700 4700 4700 4700 4700 4700

6285 7726 9318 6873 8307 8052 7711 6033 7816 2363 10850 6650 7691 6477 9645 8389 5109 1673 3275 7946 2479 6498 4316 9497 6271 6656 8586

48.2% 59.3% 71.5% 52.8% 63.8% 61.8% 59.2% 46.3% 60.0% 18.1% 83.3% 51.0% 59.0% 49.7% 74.0% 64.4% 39.2% 12.8% 25.1% 61.0% 19.1% 50.0% 33.1% 73.1% 48.3% 51.2% 66.1%

48.5% 60.9% 70.0% 55.3% 65.3% 61.8% 57.1% 47.6% 61.7% 20.5% 85.9% 58.0% 64.1% 52.2% 77.0% 67.8% 41.9% 15.1% 29.3% 59.9% 22.3% 50.1% 35.1% 74.2% 49.8% 51.6% 68.7%

0.3% 1.6% -1.6% 2.5% 1.6% 0.0% -2.1% 1.2% 1.7% 2.3% 2.6% 7.0% 5.0% 2.5% 3.0% 3.4% 2.7% 2.2% 4.1% -1.1% 3.2% 0.1% 1.9% 1.1% 1.5% 0.3% 2.7%

県 市 差 県 市 差

日本構成 58.0% 58.7% 0.7% 思・表１ 41.4% 43.6% 2.2%

日本特色 66.1% 66.6% 0.5% 思・表２ 25.8% 27.7% 1.9%

日本諸地域 55.0% 61.1% 6.0% 思・表３ 50.4% 52.3% 1.9%

近世 53.8% 55.7% 1.9%

6053 5112 2413 4587 4527 3757 4187 5835 5020 9996 1130 5959 3424 4897 3318 4564 7800 7484 9366 4914 10223 4383 6683 3377 6574 6201 3150

46.5% 39.2% 18.5% 35.2% 34.7% 28.8% 32.1% 44.8% 38.5% 76.7% 8.7% 45.7% 26.3% 37.6% 25.5% 35.0% 59.9% 57.4% 71.9% 37.7% 78.7% 33.7% 51.3% 26.0% 50.6% 47.7% 24.2%

46.1% 37.7% 19.6% 32.9% 33.4% 28.6% 33.9% 44.0% 36.9% 74.1% 7.3% 39.1% 23.0% 36.5% 22.6% 31.9% 57.5% 57.9% 68.1% 38.9% 75.7% 33.4% 49.7% 24.8% 49.1% 47.4% 22.4%

691 191 1298 1569 195 1220 1131 1152 193 670 1049 420 1913 1656 66 77 120 3872 388 169 295 2115 2030 122 151 139 1260

5.3% 1.5% 10.0% 12.0% 1.5% 9.4% 8.7% 8.8% 1.5% 5.1% 8.1% 3.2% 14.7% 12.7% 0.5% 0.6% 0.9% 29.7% 3.0% 1.3% 2.3% 16.3% 15.6% 0.9% 1.2% 1.1% 9.7%

5.3% 1.4% 10.4% 11.8% 1.3% 9.6% 9.1% 8.4% 1.4% 5.5% 6.9% 2.9% 12.9% 11.3% 0.4% 0.4% 0.7% 27.1% 2.6% 1.2% 2.0% 16.5% 15.3% 1.0% 1.1% 1.0% 8.9%

2 年

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

[４]

2 3 1 1 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

(1) (2) (3) (4) (5) ア イ (1) (2)

数と式 数と式 数と式 数と式 数と式 数と式 数と式 数と式 数と式 数と式 図形 図形 図形 図形 図形 関数 関数 関数 1 1 1 1 1 3 1 2 2

12995 12994 12995 12995 12994 12995 12995 12995 12995 12995 12995 12862 12761 12760 12995 12995 12995 12994 12995 12995 12995 12994 12995 12994 12995 12995 12994

4684 4683 4684 4685 4683 4684 4684 4684 4684 4684 4684 4684 4684 4684 4684 4684 4684 4684 4684 4684 4684 4683 4684 4684 4684 4684 4684

12194 10133 10344 9051 8975 7441 6580 9647 11403 11600 10273 10149 9276 8917 11735 8928 7340 6624 12159 9332 8826 5615 10192 3458 6700 2631 3430

93.8% 78.0% 79.6% 69.6% 69.1% 57.3% 50.6% 74.2% 87.7% 89.3% 79.1% 78.9% 72.7% 69.9% 90.3% 68.7% 56.5% 51.0% 93.6% 71.8% 67.9% 43.2% 78.4% 26.6% 51.6% 20.2% 26.4%

94.4% 80.3% 81.6% 71.4% 70.7% 60.9% 52.0% 78.5% 90.0% 91.1% 81.0% 81.1% 75.1% 72.9% 91.8% 70.9% 56.1% 52.5% 94.9% 74.6% 71.0% 45.8% 79.1% 29.1% 58.4% 24.3% 32.1%

0.5% 2.3% 2.0% 1.7% 1.6% 3.6% 1.4% 4.3% 2.3% 1.8% 2.0% 2.2% 2.4% 3.0% 1.5% 2.2% -0.4% 1.5% 1.3% 2.8% 3.1% 2.6% 0.7% 2.5% 6.8% 4.1% 5.7%

県 市 差 県 市 差

数と式 74.9% 77.1% 2.2% 思・表１ 67.8% 70.6% 2.9%

図形 78.2% 80.4% 2.2% 思・表２ 23.3% 28.2% 4.9%

関数 58.7% 59.8% 1.1% 思・表３ 26.6% 29.1% 2.5%

資料の活用

759 2706 2552 3325 3201 4782 4995 1907 1008 751 1676 2479 2561 3712 1179 3946 5459 4623 579 2307 2737 6994 1349 5073 4864 8941 6521

5.8% 20.8% 19.6% 25.6% 24.6% 36.8% 38.4% 14.7% 7.8% 5.8% 12.9% 19.3% 20.1% 29.1% 9.1% 30.4% 42.0% 35.6% 4.5% 17.8% 21.1% 53.8% 10.4% 39.0% 37.4% 68.8% 50.2%

5.4% 18.8% 17.8% 24.4% 24.0% 34.8% 38.6% 12.1% 6.6% 5.1% 10.6% 17.3% 18.6% 26.2% 7.6% 28.2% 42.4% 35.3% 3.7% 16.1% 19.6% 51.4% 10.6% 37.2% 32.1% 66.2% 47.2%

42 155 99 619 818 772 1420 1441 584 644 1046 234 924 131 81 121 196 1747 257 1356 1432 385 1454 4463 1431 1423 3043

0.3% 1.2% 0.8% 4.8% 6.3% 5.9% 10.9% 11.1% 4.5% 5.0% 8.0% 1.8% 7.2% 1.0% 0.6% 0.9% 1.5% 13.4% 2.0% 10.4% 11.0% 3.0% 11.2% 34.3% 11.0% 11.0% 23.4%

0.2% 0.9% 0.6% 4.2% 5.3% 4.3% 9.4% 9.3% 3.4% 3.8% 8.4% 1.5% 6.3% 0.9% 0.6% 0.9% 1.6% 12.2% 1.5% 9.4% 9.4% 2.8% 10.2% 33.7% 9.5% 9.5% 20.6%

基礎・基本

基礎・基本

[６] [７] [８]

[６][５]

国語

1 2 2

[１] [２] [５]

思考・表現

思考・表現

[２] [３]

一 二 一

[１] [２] [３]

中問番号

小問番号

正答数合計

県誤答率

市通過率

基(　)・思考

県受験者数

２　誤答数

思考・表現

市誤答率

市無答率

無答数合数

３　無答数

誤答数合計

[３]

誤答数合計

県誤答率

無答数合数

県無答率

中学校 数学

３　無答数

１　正答（準正答）数

[４]

１　正答（準正答）数

中問番号 四

中学校 社会

[１] [４] [５] [６]

二

県誤答率

無答数合数

県無答率

小問番号

正答数合計

県通過率

誤答数合計

基(　)・思考

基礎・基本

２　誤答数

３　無答数

市誤答率

大問番号

県無答率

基(　)・思考

市受験者数

市通過率

市誤答率

市無答率

県受験者数

２　誤答数

市通過率－県

県通過率

大問番号

小問番号

正答数合計

県通過率

市無答率

県受験者数

市受験者数

中学校

市通過率

１　正答（準正答）数

市通過率－県

市通過率－県

市受験者数

中問番号

大問番号
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2 年

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

(1) (2) (3) (1) (2) (3) (4) (1) (2) (3) (1) (2) (3) (4) (1) (2) (3) (4) (1) (2) (3) (1) (2) (3) (4) (1) (2) (3)

化学 化学 3 化学 化学 化学 1 生物 生物 3 生物 生物 生物 2 地学 地学 地学 2 地学 地学 3 地学 地学 地学 2 物理 物理 1

13090 13090 13089 13090 13090 13089 13089 13091 13091 13091 13089 13090 13090 13089 13089 13089 13090 13090 12588 12587 12584 12356 12318 12318 12355 13091 13090 13091

4771 4772 4771 4772 4772 4771 4771 4772 4772 4772 4771 4772 4772 4771 4771 4771 4772 4772 4519 4519 4518 4304 4303 4303 4303 4772 4771 4772

6014 9313 4668 8358 5157 3385 8174 10835 11668 9390 10738 6636 6411 8254 10328 4325 9707 4688 10852 9745 3431 770 9326 7128 3730 7249 6521 2265

45.9% 71.1% 35.7% 63.9% 39.4% 25.9% 62.4% 82.8% 89.1% 71.7% 82.0% 50.7% 49.0% 63.1% 78.9% 33.0% 74.2% 35.8% 86.2% 77.4% 27.3% 6.2% 75.7% 57.9% 30.2% 55.4% 49.8% 17.3%

46.7% 73.8% 37.9% 63.5% 42.5% 27.2% 65.6% 85.6% 90.9% 73.7% 84.1% 52.3% 50.8% 66.1% 82.1% 34.9% 75.3% 40.2% 87.4% 78.0% 31.7% 6.5% 76.2% 58.4% 31.1% 59.5% 53.3% 19.1%

0.8% 2.6% 2.3% -0.3% 3.1% 1.4% 3.2% 2.8% 1.8% 2.0% 2.1% 1.7% 1.8% 3.0% 3.2% 1.9% 1.1% 4.3% 1.2% 0.6% 4.4% 0.3% 0.4% 0.6% 0.9% 4.1% 3.4% 1.8%

県 市 差 県 市 差

物理 52.6% 56.4% 3.8% 思・表１ 39.9% 42.4% 2.5%

化学 49.2% 50.7% 1.5% 思・表２ 43.3% 46.3% 3.0%

生物 70.7% 72.7% 2.0% 思・表３ 45.1% 48.1% 2.9%

地学 61.3% 62.7% 1.4%

7052 3246 8100 4686 6300 7930 3445 2217 1143 3580 2299 6315 6577 4688 1887 8439 3283 8186 1666 2748 7647 10753 2858 4972 8398 4790 5550 8640

53.9% 24.8% 61.9% 35.8% 48.1% 60.6% 26.3% 16.9% 8.7% 27.3% 17.6% 48.2% 50.2% 35.8% 14.4% 64.5% 25.1% 62.5% 13.2% 21.8% 60.8% 87.0% 23.2% 40.4% 68.0% 36.6% 42.4% 66.0%

53.2% 22.9% 60.0% 36.3% 46.2% 60.4% 24.1% 14.2% 7.3% 25.5% 15.6% 46.8% 48.7% 32.9% 11.8% 62.7% 24.1% 58.5% 12.1% 21.2% 57.0% 86.7% 22.9% 40.0% 67.2% 33.1% 39.6% 65.0%

24 531 321 46 1633 1774 1470 39 280 121 52 139 102 147 874 325 100 216 70 94 1506 833 134 218 227 1052 1019 2186

0.2% 4.1% 2.5% 0.4% 12.5% 13.6% 11.2% 0.3% 2.1% 0.9% 0.4% 1.1% 0.8% 1.1% 6.7% 2.5% 0.8% 1.7% 0.6% 0.7% 12.0% 6.7% 1.1% 1.8% 1.8% 8.0% 7.8% 16.7%

0.1% 3.4% 2.1% 0.2% 11.3% 12.4% 10.3% 0.2% 1.8% 0.8% 0.3% 0.8% 0.6% 1.0% 6.1% 2.3% 0.6% 1.4% 0.4% 0.8% 11.3% 6.9% 1.0% 1.6% 1.7% 7.5% 7.1% 15.8%

2 年

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

[４]

(1) (2) (1) (2) (1) (2) (1) (1) (2) (1) (1) (2) (3) (1) (2) (3) (1) (2) (3) (4) (1) (2) (3) (4) (1)

① ② 伝達 正確 伝達 正確 伝達 正確 伝達 正確

聞く 聞く 聞く･話す 聞く･話す 聞く･話す 聞く･話す 1 1 1 読む 読む 読む 読む 読む 読む 読む 読む 読む 2 2 2 2 書く 書く 書く 書く 3 3 3 3 3 3 3 3 3

13017 13017 13017 13017 13017 13017 13017 13017 13017 13017 13017 13017 13017 13017 13017 13017 13017 13017 13017 13014 13017 13017 13017 13017 13016 13017 13014 13015 13015 13016 13016 13015 13013 13014 13013

4695 4695 4695 4695 4695 4695 4695 4695 4695 4695 4695 4695 4695 4695 4695 4695 4695 4695 4695 4692 4695 4695 4695 4695 4695 4695 4693 4694 4694 4694 4694 4693 4691 4693 4692

8584 12643 11655 10337 8116 8944 3580 9894 5645 4513 7063 10922 10355 10845 10499 10792 9448 9295 7293 2579 6570 6339 10533 8390 8273 7644 3245 5238 4508 7959 5564 5492 3193 3865 1872

65.9% 97.1% 89.5% 79.4% 62.3% 68.7% 27.5% 76.0% 43.4% 34.7% 54.3% 83.9% 79.5% 83.3% 80.7% 82.9% 72.6% 71.4% 56.0% 19.8% 50.5% 48.7% 80.9% 64.5% 63.6% 58.7% 24.9% 40.2% 34.6% 61.1% 42.7% 42.2% 24.5% 29.7% 14.4%

66.4% 97.6% 90.6% 82.3% 66.2% 76.8% 31.0% 75.4% 44.6% 34.8% 60.8% 86.0% 83.2% 86.0% 83.5% 85.8% 78.0% 75.4% 62.2% 24.3% 57.1% 51.7% 82.0% 72.9% 67.5% 61.3% 29.6% 46.9% 40.6% 62.0% 43.7% 47.0% 27.4% 27.4% 27.4%

0.4% 0.5% 1.1% 2.9% 3.8% 8.1% 3.5% -0.6% 1.2% 0.2% 6.5% 2.1% 3.7% 2.6% 2.8% 2.8% 5.4% 4.0% 6.2% 4.5% 6.6% 3.0% 1.1% 8.4% 4.0% 2.5% 4.6% 6.6% 5.9% 0.8% 1.0% 4.8% 2.8% -2.3% 13.0%

県 市 差 県 市 差

聞くこと 77.2% 80.0% 2.8% 思・表１ 49.0% 50.3% 1.4%

話すこと 75.0% 79.0% 4.0% 思・表２ 43.8% 48.8% 5.1%

読むこと 71.5% 74.8% 3.4% 思・表３ 34.9% 39.1% 4.1%

書くこと 66.9% 70.9% 4.0%

4417 358 1351 2666 4883 4060 9412 3106 7356 8478 5913 2055 2627 2131 2479 2180 3516 3664 5655 7615 6337 6477 2413 4529 4643 5262 7767 4499 5251 2896 5288 4500 6794 5333 7316

33.9% 2.8% 10.4% 20.5% 37.5% 31.2% 72.3% 23.9% 56.5% 65.1% 45.4% 15.8% 20.2% 16.4% 19.0% 16.7% 27.0% 28.1% 43.4% 58.5% 48.7% 49.8% 18.5% 34.8% 35.7% 40.4% 59.7% 34.6% 40.3% 22.2% 40.6% 34.6% 52.2% 41.0% 56.2%

33.6% 2.3% 9.4% 17.7% 33.8% 23.2% 68.8% 24.6% 55.3% 65.0% 38.9% 13.7% 16.6% 13.8% 16.3% 14.0% 21.7% 24.2% 37.4% 55.6% 42.3% 47.1% 17.5% 26.5% 31.9% 38.1% 56.8% 30.2% 36.5% 21.9% 40.0% 30.7% 50.4% 36.1% 53.9%

16 16 11 14 18 13 25 17 16 26 41 40 35 41 39 45 53 58 69 2820 110 201 71 98 100 111 2002 3278 3256 2161 2164 3023 3026 3816 3825

0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.2% 0.1% 0.1% 0.2% 0.3% 0.3% 0.3% 0.3% 0.3% 0.3% 0.4% 0.4% 0.5% 21.7% 0.8% 1.5% 0.5% 0.8% 0.8% 0.9% 15.4% 25.2% 25.0% 16.6% 16.6% 23.2% 23.3% 29.3% 29.4%

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1% 0.0% 0.1% 0.1% 0.3% 0.3% 0.2% 0.2% 0.2% 0.3% 0.3% 0.4% 0.4% 20.1% 0.7% 1.3% 0.4% 0.6% 0.6% 0.7% 13.7% 22.9% 22.9% 16.1% 16.2% 22.3% 22.3% 27.7% 27.8%

[８][６][５]

理科

[４] [７]

市無答率

正答数合計

市通過率－県

県無答率

小問番号

正答数合計

県通過率

誤答数合計

県誤答率

市誤答率

県受験者数

市受験者数

２　誤答数

３　無答数

県無答率

中学校

大問番号

英語

１　正答（準正答）数

市通過率

市誤答率

(2) (1) (2)

無答数合数

思考・表現

[１] [２] [６] [７] [８] [９] [10] [11] [12]

(2) (3)

市通過率－県

中問番号

[３] [５]

基礎・基本

２　誤答数

３　無答数

県誤答率

無答数合数

誤答数合計

[１] [２] [３]

基(　)・思考

中学校

１　正答（準正答）数

中問番号

小問番号

大問番号

基礎・基本 思考・表現

市無答率

市通過率

県受験者数

市受験者数

基(　)・思考

県通過率
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Ⅵ　学習状況調査

※　平成２７年度と平成28年度の結果が比較できる設問のみ、それぞれの結果を示している。

1

本県 本県 本県
54.1% 50.7% 46.2%
29.5% 30.3% 29.7%
13.9% 16.4% 19.8%
2.4% 2.5% 4.1%

2

本県 本県 本県
25.8% 19.6% 20.5%
25.7% 37.8% 39.9%
12.5% 15.2% 12.9%
12.9% 5.9% 3.4%
10.3% 6.3% 3.6%
12.7% 15.2% 19.6%

3

本県 本県 本県
H27 H27 H27
2.4% 3.1% 3.7% 2.2% 3.2% 3.4% 2.9% 3.8% 4.0%
4.4% 5.3% 6.2% 10.5% 12.2% 14.4% 14.6% 14.0% 17.2%
3.6% 4.4% 3.0% 10.2% 12.1% 8.3% 15.9% 16.8% 12.1%
59.3% 56.4% 54.7% 42.7% 37.3% 36.1% 28.0% 25.0% 23.8%
21.8% 25.7% 27.0% 24.4% 27.0% 29.0% 27.9% 30.5% 32.5%
5.9% 5.0% 5.2% 9.9% 8.2% 8.7% 10.0% 9.8% 10.1%

4

本県 本県 本県
H27 H27 H27
37.7% 37.7% 37.0% 50.0% 49.1% 50.4% 53.6% 54.2% 55.0%
29.0% 30.5% 30.7% 10.8% 10.6% 11.2% 6.3% 7.3% 7.8%
13.4% 13.6% 12.8% 26.9% 27.9% 26.3% 28.8% 27.1% 26.5%
6.9% 6.8% 8.2% 2.1% 1.8% 2.5% 1.8% 1.5% 1.7%
9.6% 10.5% 10.5% 9.4% 9.8% 8.7% 7.6% 8.5% 7.6%
0.8% 0.7% 0.7% 0.8% 0.7% 0.7% 1.1% 1.2% 1.0%

5

本県 本県 本県
H27 H27 H27
38.3% 36.2% 37.7% 20.2% 19.4% 20.7% 15.4% 16.2% 16.3%
22.7% 29.2% 27.8% 30.3% 32.9% 32.4% 29.8% 32.2% 32.5%
15.2% 16.4% 16.6% 26.3% 25.8% 26.1% 30.3% 31.8% 32.0%
19.7% 16.9% 16.3% 19.9% 19.5% 18.3% 20.6% 16.4% 16.3%
1.4% 1.2% 1.5% 3.1% 2.3% 2.3% 3.1% 3.3% 2.9%

中１ 中２小５

【調査４】　授業中のノートのとり方に関する児童生徒の意識
　①～③及び⑤から、ノートをとることは、ある程度定着が図られている。
　⑤「自分なりにまとめ直しながら書いている」とする生徒は、学年が上がるにつれて減っている。
　改めてノートをとることの意義（ノートは板書を書き写すだけのものではない）を指導する必要がある。板書で大事な所
をノートに整理して書くことに加え、自分の考えが変化していく過程が確認できるよう授業では以下のア～ウの学習活動
を取り入れる（ア　自分の考えをノートに書く → イ　それを基にした話合い活動 → ウ　自分の考えの修正・まとめ）

②　板書してあることを写すだけでなく、自分や友達の考えも書き込んでいる。

③　板書してあることを写すだけでなく、先生の言葉も書き込んでいる。

　あなたが、初めてのことを学習するときの気持ちはどれですか。

②　どちらかといえばしている。

③　あまりしていない。

④　していない。

43.1%
30.1%
21.6%
4.8%

53.5%

⑥　ノートは、ほとんどとらない。

小５

30.3%
14.0%
2.1%

50.3%
31.0%
16.6%
2.1%

本市 本市 本市
H28 H28

①　板書してあることを写している。

H28

本市 本市

⑥　そのままにしておくことが多い。

④　家族や親戚に聞く。

　あなたは、授業中にどのような内容についてノートをとっていますか。

④　先生が指示したところだけ書いている。

⑤　板書を参考に、自分なりにまとめ直しながら書いている。

①　後で，学校の先生に聞く。

②　後で，友達に聞く。

③　後で，塾の先生や家庭教師の先生に聞く。

⑤　自分で調べる。

H28 H28

H28H28 H28

③　特に何も思わない。

④　できるかどうか（わかるかどうか）、心配だ。

  家では，自分で学習（宿題や自分で計画した学習）していますか。

小５ 中１ 中２

①　している。

　あなたは、家で学習しているときに、分からない問題があったら、どうしますか。

小５ 中１ 中２

小５ 中１ 中２

①　ドリル等の問題をする。

②　教科書や問題集の練習問題をする。

③　教科書や参考書の文章や図、グラフなどを書き写す。

⑥　計画を立てて学習していない。

本市

　あなたが自分で考えてやる宿題（自学ノートなど）の内容は、どんなものが多いですか。

本市 本市 本市

①　どんなことを学ぶのか楽しみだ。

②　自分が好きな学習のときは楽しみだ。

【調査５】　初めてのことを学習するときの児童生徒の意識
　学年が上がるにつれ、①「どんなことを学ぶのか楽しみだ」とする生徒が減少し、③「特に何も思わない」とする生徒が
増加する傾向は平成27年度から変わっていない。
　児童生徒の興味・関心を高め、学びの必然性が感じられるような問題解決的な学習を一層推進する必要がある。その
ためには、「～しよう」という行動目標の設定ばかりではなく、「なぜ、～なのだろうか」、「～するにはどうすればよいのだ
ろうか」といった問題意識を高めるように導入を工夫し、解決すべき学習問題（学習課題）を板書に明記する。また、学び
の有用性を感じられるよう学習内容と関連した体験や身近な事象を取り入れる。

H28

本市 本市 本市

本市 本市 本市

【調査１～３】　家庭学習に関する状況及び分からない問題があったときの児童生徒の意識
　調査１の③，④から、２割程度の児童生徒は家庭学習が定着しておらず，その割合は学年が上がるにつれ増えてい
る。
　調査２の④「自分でテーマを決めて調べ学習をする」と回答した児童生徒が学年が上がるにつれ少なくなっている。 調
査３について、家での学習で分からない問題があったら、⑥「そのままにしておくことが多い」と回答する児童生徒が、学
年が上がるにつれ増えており，この傾向は昨年度から引き続き改善されていない。
　　教師は、児童生徒に分からない問題等にマーカーや付箋をつけさせるなどしてその状況を把握し，全体指導や個別
指導に反映させる必要がある。

中１ 中２

⑤　どうせ自分にはできない（わからない）と、あまり期待しない。

23.7%
39.6%
11.1%
3.4%
3.1%
19.1%

④　自分でテーマを決めて調べ学習をする。

⑤　次の時間の予習をする。

26.9%
26.3%
12.4%
11.5%
10.5%
12.3%

22.2%
38.6%
13.3%
5.1%
6.4%
14.4%

太枠・・・・分析において注目したデータ
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6

本県 本県 本県

①　先生の説明を聞く。 44.5% 65.2% 70.0%

②　学習の手順や方法を考える。 20.4% 14.0% 13.0%

③　課題について、調べ学習をする。 13.1% 11.6% 10.8%

④　自分でじっくり考える。 16.1% 18.0% 19.3%

⑤　自分の考えを文章にまとめる。 37.7% 35.9% 32.6%

⑥　ペアやグループで、考えを出し合ったり教え合ったりする。 31.1% 27.3% 32.1%

⑦　自分の考えや資料をもとに、話し合う。 8.4% 6.3% 5.0%

⑧　お互いに発表したり、説明したりする。 28.1% 20.8% 16.3%

本県 本県 本県

①　先生の説明を聞く。 40.6% 73.9% 82.2%

②　学習の手順や方法を考える。 10.5% 10.7% 12.8%

③　課題について、調べ学習をする。 36.5% 30.3% 29.7%

④　自分でじっくり考える。 17.1% 20.8% 22.2%

⑤　自分の考えを文章にまとめる。 12.6% 8.6% 7.4%

⑥　ペアやグループで、考えを出し合ったり教え合ったりする。 20.1% 22.2% 21.8%

⑦　自分の考えや資料をもとに、話し合う。 46.5% 19.5% 13.0%

⑧　お互いに発表したり、説明したりする。 15.4% 12.8% 9.8%

本県 本県 本県

①　先生の説明を聞く。 40.8% 59.5% 66.2%

②　学習の手順や方法を考える。 22.5% 25.2% 26.9%

③　課題について、調べ学習をする。 8.4% 7.0% 6.7%

④　自分でじっくり考える。 45.8% 49.5% 48.6%

⑤　自分の考えを文章にまとめる。 11.8% 4.1% 3.2%

⑥　ペアやグループで、考えを出し合ったり教え合ったりする。 29.6% 30.4% 29.1%

⑦　自分の考えや資料をもとに、話し合う。 6.5% 5.4% 4.0%

⑧　お互いに発表したり、説明したりする。 33.9% 17.9% 14.5%

本県 本県 本県

①　先生の説明を聞く。 52.7% 68.6% 77.4%

②　学習の手順や方法を考える。 24.2% 23.3% 24.0%

③　課題について、調べ学習をする。 25.2% 20.2% 16.9%

④　自分でじっくり考える。 17.5% 15.1% 18.6%

⑤　自分の考えを文章にまとめる。 11.6% 6.0% 5.7%

⑥　ペアやグループで、考えを出し合ったり教え合ったりする。 37.3% 45.4% 39.7%

⑦　自分の考えや資料をもとに、話し合う。 6.5% 8.2% 6.0%

⑧　お互いに発表したり、説明したりする。 21.0% 12.0% 10.9%

本県 本県 本県

①　先生の説明を聞く。 70.1% 71.4%

②　学習の手順や方法を考える。 10.4% 11.4%

③　課題について、調べ学習をする。 7.8% 6.8%

④　自分でじっくり考える。 19.0% 21.0%

⑤　自分の考えを文章にまとめる。 4.2% 6.1%

⑥　ペアやグループで、考えを出し合ったり教え合ったりする。 43.8% 46.5%

⑦　自分の考えや資料をもとに、話し合う。 3.3% 2.8%

⑧　お互いに発表したり、説明したりする。 39.7% 32.7%

　日ごろの授業では、どんな活動をすることが多いですか（教科ごとに２つ選択）。

小５ 中１

本市 本市

中２

本市

【調査６】　教科指導に関する児童生徒の学び方
　①「先生の説明を聞く」が学年が上がるにつれ増加しており、⑤「自分の考えを文章でまとめ」たり、⑦「自分の考えや
資料をもとに、話し合」ったりする活動が依然として不十分である。
　教科の特性を考慮しながら、教師の説明を聞くだけのいわゆる「講義式の授業」に偏るのでなく、できるだけ児童生徒
の考える活動や考えを発表したり説明したりする活動を取り入れるなど、「主体的・対話的で深い学び」の実現を図る授
業づくりを行う。特に、児童生徒が調査４でも述べたように、自分の考えをノートに書き、それを基に話し合い、自分の考
えを修正、発展させていく活動を設定する。

72.1%

12.7%

10.2%

19.3%

算数
数学

理科

英語

46.9%

20.1%

12.5%

16.1%

38.0%

29.5%

社会

43.3%

9.9%

18.9%

65.7%

12.4%

10.1%

17.4%

36.3%

29.2%

6.5%

21.6%

国語

18.3%

12.4%

17.3%

12.5%

74.2%

小５ 中１

9.3%

27.3%

44.2%

11.1%

39.1%

34.2%

30.2%

5.0%

15.4%

43.5% 59.8% 66.4%

21.7% 25.7% 28.7%

本市 本市

中２

本市 本市 本市

小５ 中１ 中２

11.3%

13.8%

84.3%

53.5%

7.0% 6.0% 6.7%

45.3% 48.7% 46.7%

12.6% 4.5% 3.3%

8.5%

14.4%

29.9% 30.2%

22.0% 23.3%

9.5% 6.7%

22.1% 20.4%

本市

47.1%

12.0% 6.5% 6.9%

39.1% 46.0% 36.9%

28.9% 31.1% 29.1%

7.0% 5.7% 4.0%

33.8% 17.6% 14.1%

23.4% 20.7%

小５ 中１ 中２

本市 本市 本市

本市 本市 本市

17.1% 14.1% 17.7%

小５ 中１ 中２

10.2% 8.5% 5.3%

21.1% 12.1% 10.4%

41.3%

4.4% 6.0%

68.4% 73.5%

43.8%

3.3% 2.5%

9.8% 13.1%

6.7% 7.3%

17.5% 21.1%

67.4% 77.3%

23.0% 23.7% 27.2%

17.4%

25
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本県 本県 本県

Ｈ２７ Ｈ２７ Ｈ２７

40.4% 42.9% 41.5% 33.2% 37.4% 36.7% 30.4% 33.3% 32.6%

47.4% 47.9% 48.4% 52.3% 50.9% 52.0% 54.4% 52.7% 53.6%

7.4% 7.8% 8.3% 11.7% 10.1% 9.6% 12.1% 11.0% 11.1%

2.0% 1.3% 1.6% 2.5% 1.5% 1.6% 2.2% 2.9% 2.6%

87.8% 90.8% 89.9% 85.5% 88.3% 88.7% 84.8% 86.0% 86.2%

本県 本県 本県

Ｈ２７ Ｈ２７ Ｈ２７

39.5% 40.9% 40.5% 34.8% 38.2% 37.8% 30.7% 34.0% 34.5%

46.3% 47.6% 47.7% 48.2% 47.8% 48.3% 51.3% 49.1% 49.6%

9.5% 10.2% 10.2% 13.9% 12.2% 12.1% 14.2% 14.0% 13.0%

2.1% 1.3% 1.5% 3.0% 1.7% 1.8% 2.9% 3.0% 2.9%

85.8% 88.5% 88.1% 83.0% 86.0% 86.0% 82.0% 83.1% 84.0%

本県 本県 本県

Ｈ２７ Ｈ２７ Ｈ２７

34.0% 35.7% 34.9% 20.4% 23.5% 23.9% 19.7% 18.6% 19.9%

48.2% 50.0% 50.1% 53.3% 53.8% 53.6% 52.6% 53.5% 53.7%

12.9% 12.7% 13.0% 22.2% 19.5% 19.3% 22.5% 22.9% 21.6%

2.3% 1.7% 1.9% 3.9% 3.1% 3.1% 4.4% 4.8% 4.6%

82.2% 85.7% 85.0% 73.7% 77.3% 77.5% 72.3% 72.1% 73.6%

本県 本県 本県

Ｈ２７ Ｈ２７ Ｈ２７

48.9% 51.7% 50.2% 39.1% 41.4% 40.5% 33.2% 34.3% 34.8%

31.7% 31.2% 31.7% 35.8% 36.5% 38.0% 39.5% 40.4% 41.2%

12.8% 13.2% 13.8% 19.1% 17.0% 16.6% 20.6% 19.2% 18.2%

2.3% 3.8% 4.2% 5.9% 4.9% 4.8% 5.8% 6.0% 5.5%

80.6% 82.9% 81.8% 74.9% 77.9% 78.5% 72.7% 74.7% 76.1%

本県 本県 本県

Ｈ２７ Ｈ２７ Ｈ２７

54.8% 59.6% 58.1% 45.6% 48.6% 48.8% 39.8% 41.3% 41.7%

32.4% 30.1% 31.1% 39.3% 38.1% 38.3% 44.1% 42.7% 43.5%

8.1% 8.4% 8.6% 11.7% 10.5% 10.4% 12.1% 11.8% 11.3%

2.0% 1.8% 2.0% 3.0% 2.5% 2.3% 2.9% 3.4% 2.8%

87.2% 89.7% 89.2% 84.9% 86.7% 87.1% 83.9% 84.0% 85.2%

中２

(2)　自分たちで考えたり話し合ったりする授業

③　あまりやりがいを感じない。

Ｈ２８ Ｈ２８ Ｈ２８

本市

　あなたは、次のような授業で学んでいて、どのように感じますか。

③　あまりやりがいを感じない。

②　やりがいを感じる。

Ｈ２８ Ｈ２８ Ｈ２８

本市

小５ 中１ 中２

(1)　先生がくわしく説明してくれる授業

本市 本市

Ｈ２８ Ｈ２８ Ｈ２８

中１

本市 本市 本市

Ｈ２８ Ｈ２８ Ｈ２８

①　とてもやりがいを感じる。

②　やりがいを感じる。

③　あまりやりがいを感じない。

④　やりがいを感じない。

小５ 中１ 中２

小５

①　とてもやりがいを感じる。

②　やりがいを感じる。

③　あまりやりがいを感じない。

④　やりがいを感じない。

小５ 中１ 中２

(3)　自分たちが発表したり、友達の発表を聞いたりすることが多い授業

①　とてもやりがいを感じる。

【調査７】　教科指導等に関する児童生徒の学び方や意識の状況
　平成２７年度と同様に、多くの児童生徒が、(1)「先生がくわしく説明してくれる授業」にやりがいを感じていると回答して
いる。また、(2)「自分たちで考えたり話し合ったりする授業」、(3)「自分たちが発表したり、友達の発表を聞いたりすること
が多い授業」、(4)「難しい課題に挑戦する授業」にやりがいを感じると回答した児童生徒が、平成２7年度から増加してい
る。
　各教科において、調査６で述べたような問題解決的な学習を推進し、「主体的・対話的で深い学び」の実現を図る授業
づくりを行う。

④　やりがいを感じない。

小５ 中１

本市 本市 本市

本市

④　やりがいを感じない。

①　とてもやりがいを感じる。

②　やりがいを感じる。

中２

(4)　難しい課題に挑戦する授業

本市 本市 本市

Ｈ２８ Ｈ２８ Ｈ２８

①　とてもやりがいを感じる。

②　やりがいを感じる。

③　あまりやりがいを感じない。

④　やりがいを感じない。

(5)　自分たちで調べて、課題を解決する授業

本市

①と②の和

①と②の和

①と②の和

①と②の和

①と②の和

26
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本県 本県 本県
Ｈ２７ Ｈ２７ Ｈ２７
23.9% 23.5% 27.9% 16.8% 17.3% 19.8% 15.4% 15.6% 18.3%
41.4% 39.1% 39.7% 44.0% 47.1% 47.7% 46.0% 44.9% 47.5%
2.6% 3.8% 2.3% 8.0% 8.9% 6.4% 11.4% 12.2% 8.2%
16.7% 20.1% 16.4% 13.8% 10.9% 9.8% 8.0% 7.4% 6.4%
9.0% 10.7% 10.4% 10.8% 10.7% 11.0% 11.7% 12.5% 12.3%
3.3% 2.7% 2.8% 6.5% 5.0% 5.1% 6.7% 6.5% 6.1%

本県 本県 本県
Ｈ２７ Ｈ２７ Ｈ２７
45.4% 42.8% 45.9% 35.9% 34.1% 35.6% 30.5% 31.3% 34.5%
24.3% 22.5% 25.1% 28.7% 29.9% 32.3% 32.4% 32.7% 38.8%
20.4% 19.9% 19.1% 23.6% 24.3% 23.5% 19.6% 22.8% 23.1%

本県 本県 本県
Ｈ２７ Ｈ２７ Ｈ２７
24.0% 21.8% 20.2% 21.7% 24.1% 22.6% 19.6% 24.9% 31.3%
13.8% 11.8% 12.1% 12.5% 11.4% 11.7% 8.8% 10.4% 14.8%
19.7% 17.4% 16.8% 20.5% 18.5% 18.4% 13.0% 15.9% 22.3%

本県 本県 本県
Ｈ２７ Ｈ２７ Ｈ２７
33.2% 25.4% 28.7% 30.8% 32.1% 36.2% 25.0% 33.9% 57.0%
1.7% 0.7% 0.9% 1.2% 0.6% 0.7% 1.0% 1.4% 1.2%
3.5% 2.6% 3.6% 4.5% 3.8% 4.6% 2.9% 5.8% 7.9%

本県 本県 本県
Ｈ２７ Ｈ２７ Ｈ２７
4.9% 1.7% 2.3% 6.3% 5.7% 6.6% 6.3% 7.0% 13.9%
4.7% 1.9% 2.7% 8.2% 5.2% 6.1% 5.7% 7.9% 13.9%
6.9% 3.9% 4.0% 5.7% 4.6% 5.5% 3.3% 5.4% 9.6%
3.3% 2.4% 2.8% 5.8% 4.4% 5.9% 3.9% 4.9% 9.9%

9

本県 本県 本県

53.5% 51.7% 46.0%

44.3% 33.0% 30.1%

76.5% 79.2% 78.2%

4.1% 5.6% 7.2%

本市 本市 本市
Ｈ２８

【調査９】　教科指導等に関する児童生徒の意識の状況
　　「①　教科の学習（国語、算数など）」は、どの学年も県の回答率を上回っている。「②　道徳や総合的な学習の時
間」、「③　特別活動（学級活動、学校行事など）」については、小５は県を上回っているが、中１はほぼ同程度であり、中
２はやや下回っている。
　　教科の学習と同様に、道徳や総合的な学習の時間、特別活動についても一層の充実を図り、それぞれの目標の達
成に向かう中で主体的に学習に取り組む態度や思考力・判断力・表現力等を育成したい。

【調査８】　分からないことが出てきたときの児童生徒の意識
　平成２7年度と比較して、授業中に分からないことが出てきた場合、そのままにしておく児童生徒がどの学年もやや減
少した。また、小学５年と中学1年では、(4)で「①　いつもそうしているから。」と回答した児童生徒が減少した。しかし、そ
の一方で中学2年は増加しており、(3)で「③　だれにも聞くことができないから」、(4)で「③　分からないことをうまく伝えら
れないから。」、「聞きにくいから。」と回答した生徒が増加した。
　教師は、互いに聞いたり教え合ったりする学び合える雰囲気を日々の授業づくりや学級経営の中で進めるとともに、
個々のつまずきを詳細に把握し、個別の指導に十分時間をかける必要がある。

(1)　①と②を選んだ理由は何ですか。

(4)　⑥を選んだ理由は何ですか。

(2)　③と④を選んだ理由は何ですか。

①　教科の学習（国語、算数など）

②　道徳や総合的な学習の時間

③　特別活動（学級活動、学校行事など）

④　楽しさや、やりがいを感じるときはない。

　学習する中で楽しいと感じたり、やりがいを感じたりする時は、どんな時ですか。（複数回答可）

小５

②　聞いたら分かるかなと思うから。

③　先生や友達は聞きやすいから。

①　説明が分かりやすいから。

本市 本市 本市

中１ 中２

本市

(3)　⑤を選んだ理由は何ですか。

④　後で、家族や親戚に聞く。

⑤　自分で調べる。

　あなたは、授業中分からないことがあったら、どうしますか。

小５ 中１ 中２

小５ 中１ 中２

本市 本市

⑥　そのままにしておく。

①　先生に聞く。

②　友達に聞く。

③　後で、塾の先生や家庭教師の先生に聞く。

①　分からないままにしたくないから。

Ｈ２８ Ｈ２８

小５ 中１ 中２
本市 本市 本市

Ｈ２８ Ｈ２８ Ｈ２８

Ｈ２８ Ｈ２８

Ｈ２８ Ｈ２８ Ｈ２８

中２

54.5%

45.3%

77.2%

3.5%

①　いつもそうしているから。

③　分からないことをうまく伝えられないから。

④　聞きにくいから。

②　聞いたり調べたりするのがめんどうだから。

①　自分で調べたいから。

②　自分で調べるように先生に言われているから。

③　だれにも聞くことができないから。

本市

②　いつも聞いているから。

③　聞きやすいから。

小５
本市

Ｈ２８

小５

Ｈ２８

53.2%

33.1%

79.0%

5.8%

46.6%

28.5%

77.6%

7.4%

本市 本市

中１ 中２
本市 本市

Ｈ２８ Ｈ２８

中１

27
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本市 本県 本市 本県 本市 本県

64.1% 63.5% 58.0% 58.0% 49.9% 53.8%

26.0% 26.2% 27.8% 28.1% 31.0% 30.3%

8.6% 8.8% 11.7% 11.2% 15.0% 12.3%

1.1% 1.2% 2.1% 2.4% 3.7% 3.3%

90.1% 89.7% 85.8% 86.1% 80.9% 84.1%

11

本市 本県 本市 本県 本市 本県

31.1% 31.7% 22.4% 22.2% 21.8% 22.2%

40.1% 39.6% 38.1% 38.6% 38.4% 38.9%

23.9% 23.7% 31.1% 30.4% 30.1% 29.3%

4.7% 4.8% 8.0% 8.4% 9.5% 9.2%

71.2% 71.3% 60.5% 60.8% 60.2% 61.1%

12

本市 本県 本市 本県 本市 本県

35.2% 35.2% 21.1% 21.4% 16.0% 17.4%

33.4% 33.7% 36.8% 36.4% 34.4% 35.8%

25.2% 24.7% 31.8% 32.3% 38.3% 35.4%

6.0% 6.1% 9.9% 9.5% 11.0% 10.9%

68.6% 68.9% 57.9% 57.8% 50.4% 53.2%

13

本市 本県 本市 本県 本市 本県

25.4% 26.6% 20.2% 19.5% 19.9% 17.0%

50.9% 49.6% 52.3% 50.4% 53.2% 47.5%

21.9% 21.7% 27.5% 26.3% 31.1% 27.9%

1.6% 1.7% 2.5% 2.5% 4.3% 3.6%

76.3% 76.2% 72.5% 69.9% 73.1% 64.5%

14

本市 本県 本市 本県 本市 本県

26.8% 25.8% 22.4% 20.6% 17.9% 15.0%

45.9% 45.9% 50.1% 47.8% 51.3% 46.5%

23.4% 24.5% 25.7% 26.2% 33.0% 29.2%

3.5% 3.4% 4.2% 4.1% 6.3% 5.3%

72.7% 71.7% 72.5% 68.4% 69.2% 61.5%

　

  あなたの学級では、授業のめあて（学習目標）を立てていますか。

小５ 中１ 中２

①　よくしている。

小５ 中１ 中２

※　調査１０～１４は、県教育委員会が示している「授業改善のポイント」に沿った分析であり、『平成２８年度鹿児島学習
  定着度調査結果報告書』（県教育委員会）を一部引用して作成した。「授業改善のポイント」については、県教委HP「学
  校教育〉学力〉確かな学力の定着〉学びの羅針盤・授業改善のポイント」を参照し、各学校における共通実践に生かして
  いただきたい。

②　どちらかといえばしている。

③　あまりしていない。

④　していない。

①　よくしている。

②　どちらかといえばしている。

③　あまりしていない。

④　していない。

【調査１３、１４】　「主体的・協働的な学習活動の工夫」に関する状況
　　どちらの設問も①と②の和が、小５は県の割合をやや上回り、中１、中２は大きく上回っている。各学校において児童
生徒の積極的な取組や思考を促す工夫の成果がうかがえる。
　　学習活動の設定に当たっては、活発な雰囲気や児童生徒の表情など外見的な様子を想定するだけに終わらないよう
にしたい。特に、基本的な知識・技能を活用して思考力・判断力・表現力等を発揮させる活動では、教科の特性や学習内
容を踏まえて、どのような発言内容や取組内容を引き出すのかというねらいを明確にして活動を設定することが重要であ
る。

②　どちらかといえばしている。

③　あまりしていない。

①　よくしている。

②　どちらかといえばしている。

④　していない。

③　あまりしていない。

①と②の和

③　あまりしていない。

④　していない。

　授業では，自分で考えたり，自分から進んで活動に取り組んだりしていますか。

小５ 中１ 中２

①　よくしている。

①と②の和

自分の考えを深めたり広げたりすることができていますか。

④　していない。

    授業では，先生から教えてもらったことや友達と話し合ったことなどを通じて，

【調査１０】　「目標の明確化と学習課題の工夫」の状況
　　①と②の和が、どの学年も８割以上であるが、中学校では県の割合より低く、学年が上がるにつれて減少している。
　児童生徒の問いを生かした課題や、単元を通して追究する課題を設定するなど、教科や学習内容のねらいに応じて学
習課題を工夫し、授業の目標を明確にするとともに、児童生徒がめあてを意識して学習に取り組むような指導・工夫が必
要である。

【調査１１，１２】　「見通しと振り返りの活動の重視」に関する状況
　　どちらの設問も①と②の和が、小５と中１は県の割合とほぼ同じであるが、中２はやや県を下回っている。
　　課題の解決に何が必要か、どう考えれば解決できそうか、どんな工夫をすればよさそうかなど学習の見通しを立てる
活動や,板書やノートに書いたことを生かしてまとめをしたり、本時の思考過程（考えたこと）を整理したりするなどの効果
的な振り返りの活動を、単元あるいは、単位時間の中で、計画的に位置付けることが、児童生徒の学ぶ意欲の向上や学
習内容の定着につながる。

①と②の和

①と②の和

①と②の和

  授業の終わりに学習内容を振り返る活動を行っていますか。

小５ 中１ 中２

①　よくしている。

②　どちらかといえばしている。

　授業の始めに，学習することを確認していますか。

小５ 中１ 中２
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Ⅶ 活用する力を育成する授業改善のために                                                          

かごんま よか授業 授業づくり編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒同士の学び合いによって、何かを発見させよう。 

 授業づくりのポイント 留意点 

展 

開 

⑦ 練り上げを充実さ
せるための手立て 

○ 児童生徒の意見交換が活性化する工夫が大切です。 
【例】 □ 話合いの前に、自分のノートに考えを書かせる。 

□ 簡潔で分かりやすい観点で話し合わせる。 
□ 付箋などを使って、考えを可視化させる。 
□ 時間内に話合いが進むように活動の流れを掲示する。 

 

導入では、児童生徒に気付きや疑問をもたせよう。 

 

 授業づくりのポイント 留意点 

導 

入 

⑤ 児童生徒を「めあ
て」へ向かわせるた
めの導入の手立て 

○ 導入では、児童生徒に気付きや疑問をもたせ、表出させる手
立てが必要です。 

【例】 □ 提示物の観察や分析などに取り組ませる。 
□ 本時の課題と既習事項とを比較させる。 
□ 前時の学習を振り返らせる。 
□ 本時に関わる既習事項を学び直す場を設定する。 
□ ICT を用いて、資料等を効果的に提示する。 

⑥ 「めあて」設定後、
自分の考えをもたせ
るための手立て 

○ 自分の考えを明確にさせ、解決の見通しをもたせます。 
【例】 □ ペアで解決方法等について、少し話し合わせる。 

□ 代表の児童生徒に考えを少しだけ紹介させる。 
□ 既習事項や生活経験を生かして、予想や仮説を立てる。 

 
 

 授業づくりのポイント 留意点 

終 

末 

⑧ 振り返りからまと
めにつなげるための
手立て 

○ まとめでは、自己の変容に気付かせることが大切です。 
【例】□ 授業の流れを最初から追いながら振り返るようにする。 

□ 学習したことを活用させ、実感させるようにする。 
□ 学び方の内容も振り返らせるようにする。 

 

 

児童生徒自身に授業を振り返らせよう。 

本時のねらいを明らかにしておこう。 
 

 

児童生徒主体の学びになる授業づくりのポイント 

 授業づくりは、いつも接している児童生徒のことを考え、創意工夫することが大切です。 
このリーフレットには、教師主導型の授業から児童生徒主体の学びへの転換を図るための授業づく

りのポイントが示されています。参考にして取り組んでください。 

授業づくりのポイント 留意点 

① 本時の目標の設定 

○ 教科書、指導計画、指導書等を参考にすると共に、児童生徒の
実態を踏まえながら設定していきます。 

○ 教材文の段落・構成、語句、言語材料等の分析、授業で取り上
げる資料の吟味、予備実験や予備調査が大切です。 

② 目指す児童生徒の 
姿の想定 

○ 授業終了間際に児童生徒が何と言えば今日の授業は概ね成功した
と判断できるのか、児童生徒の発言内容や具体的な姿を想定します。 

③ 本時のまとめの 
作成 

○ ①と②を踏まえて、本時終末に板書するまとめを考えます。そ
の際は、児童生徒の発言でまとめることを想定して考えます。 

④ 本時の「めあて」の 
設定 
※「めあて」は、学習課題や
学習目標など教科によっ
て呼び方が異なります。 

○ まとめと整合するように、学習課題（学習問題、めあて）を考

えます。 

○ 「どうして、～なのだろうか。」「～するには、どうしたらよい

のだろうか。」といった問題意識を想定し、設定します。 
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